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長年の努力の結晶

毎日のようにノートを開くという絹子さん

居間に飾られた短歌ギャラリー
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全
日
本
短
歌
大
会
最
高
賞

夢
は
こ
れ
か
ら
も
自
分
な
り
に

　
　
　

四
季
折
々
の
叙
景
歌
を
作
る
こ
と

限
界
の
農
か
と
心
揺
ら
ぐ
と
き

土
は
や
さ
し
く
香
り
立
ち
た
り

歌を極める

下石井　深
ふかやきぬこ

谷絹子さん（８２）
農
業
を
す
る
傍
ら
矢
祭
町
短
歌
会

に
所
属
。
第
34
回
全
日
本
短
歌
大

会
に
お
い
て
最
高
賞
で
あ
る
（
文

部
科
学
大
臣
賞
）
に
輝
き
、
こ
れ

ま
で
も
平
成
23
年
福
島
県
短
歌
祭

に
お
い
て
県
知
事
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る

深
谷
絹
子
さ
ん
。

農
業
を
営
む
も
の
と
し
て
の
思

い
を
二
首
一
組
に
歌
い
、
全

１
１
１
８
作
品
の
頂
点
に
選
ば
れ

る
と
い
う
最
高
の
評
価
を
得
た
、

そ
の
短
歌
作
り
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

日本一に　輝いた二首

　

絹
子
さ
ん
が
短
歌
を
始
め
た
の
は
昭

和
62
年
。
92
歳
ま
で
短
歌
を
詠
ん
で
い

た
義
父
・
雅
楽
さ
ん
が
矢
祭
町
短
歌
会

を
辞
め
る
と
き
、
絹
子
さ
ん
が
当
時
の

短
歌
会
事
務
局
に
雅
楽
さ
ん
の
退
会
挨

拶
に
行
き
そ
こ
で
、「
お
し
ゅ
う
と
様

が
辞
め
る
ん
だ
っ
た
ら
、
嫁
様
が
や
っ

た
ら
い
が
っ
ぺ
」
と
い
う
事
務
局
側
の

一
言
で
絹
子
さ
ん
は
矢
祭
町
短
歌
会
に

入
会
し
短
歌
の
道
へ
と
進
ん
だ
。

　

当
時
、
雅
楽
さ
ん
と
短
歌
の
話
を
す

る
中
で
短
歌
の
魅
力
を
感
じ
、
短
歌
の

原
点
を
雅
楽
さ
ん
か
ら
学
ん
だ
と
絹
子

さ
ん
は
話
す
。
そ
の
後
、
短
歌
を
や
る

な
ら
ば
も
っ
と
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
、
昭
和
63
年
千
葉
県
の

「
万
象
短
歌
会
」
に
入
会
。
田
や
畑
で

農
業
を
す
る
傍
ら
短
歌
を
作
り
続
け
て

き
た
。
そ
ん
な
絹
子
さ
ん
は
短
歌
を
「

日
本
な
ら
で
は
の
素
晴
ら
し
い
文
化
で

あ
り
、
言
葉
の
芸
術
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
」
と
語
る
。

　　

「
趣
味
は
読
書
で
す
か
ね
。
私
は
手

先
が
不
器
用
だ
か
ら
鍬
と
鎌
を
持
つ
手

し
か
な
い
ん
で
す
」
と
い
う
絹
子
さ
ん

で
し
た
が
、
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

く
中
で
「
本
や
新
聞
を
く
ま
な
く
読
み
、

歌
言
葉
に
つ
な
が
る
も
の
は
な
い
か
、

ま
た
農
作
業
を
し
な
が
ら
も
短
歌
に
つ

な
が
る
言
葉
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と

そ
の
日
感
じ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を

毎
日
の
よ
う
に
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
て

い
ま
す
ね
」
と
い
う
短
歌
に
対
す
る
熱

い
情
熱
を
話
か
ら
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
短
歌
を
始
め
て
か
ら
ず
っ
と

集
め
て
い
る
と
い
う
夕
刊
や
新
聞
の
切

り
抜
き
な
ど
を
収
め
た
ノ
ー
ト
は
５
冊

に
の
ぼ
る
。
使
い
込
ん
で
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
を
テ
ー
プ
で

補
強
し
な
が
ら
使
っ
て
お
り
、
ノ
ー
ト

を
開
か
ず
と
も
長
年
の
努
力
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

絹
子
さ
ん
は
、
今
回
の
受
賞
の
喜
び

を
「
身
に
あ
ま
る
最
高
賞
を
い
た
だ
き

感
無
量
で
す
。
通
知
が
届
い
た
と
き
に

は
驚
い
て
夢
の
中
の
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。
今
回
の
短
歌
は
農
家
と
し
て
の

あ
り
の
ま
ま
を
歌
っ
た
の
が
良
か
っ
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
19
で
嫁
に
来
て
60

余
年
、
義
父
が
短
歌
を
始
め
て
い
た
こ

と
で
農
の
厳
し
さ
も
忘
れ
、
合
間
に
歌

を
詠
ん
だ
り
し
て
今
日
ま
で
頑
張
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
本
当
に
天
国
の
義
父
、

そ
し
て
、
自
分
の
作
品
に
対
し
て
励
ま

し
の
言
葉
を
く
れ
る
地
域
の
方
々
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
」
と
や
さ
し
い
表
情

で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
約
25
年
間
の
努
力
で
受
賞

さ
れ
た
今
回
の
最
高
賞
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元

気
で
健
康
に
留
意
さ
れ
、
全
国
の
読
者

の
感
動
を
引
き
寄
せ
る
よ
う
な
短
歌
作

り
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

義
父
の
後
を
継
ぎ
短
歌
の
道
へ

弛
ま
ぬ
情
熱
と
努
力

夢
の
よ
う
な
受
賞

田
植
え
終
え
夕
べ
の
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に

神
に
供
え
る
早
苗
を
洗
う
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11.17ふくしま駅伝　16 区間 95.1km

仲
間
を
信
じ
て

襷
た
す
き

を
つ
な
ぐ

　

10
月
10
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
11
月
17
日
に
開
催
さ
れ
る
第
25

回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走

大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
の
矢
祭
町
チ

ー
ム
結
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
の

中
で
古
張
町
長
は
「
今
年
か
ら
新
た
に

鈴
木
薫
監
督
と
な
り
ま
し
た
。
上
位
入

賞
が
で
き
ま
す
よ
う
皆
さ
ん
か
ら
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
町
長
か

ら
団
旗
を
受
け
取
っ
た
古
張
金
一
団
長

（
教
育
長
）
も
「
団
旗
を
受
け
取
り
責

任
の
重
み
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
昨
年

以
上
の
成
績
を
残
す
た
め
に
、
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
く
ご
家
族
の
皆
様
に
も
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
今
回
の
ふ
く

し
ま
駅
伝
に
懸
け
る
思
い
を
述
べ
ま
し

た
。

　

今
年
の
ふ
く
し
ま
駅
伝
か
ら
監
督
兼

選
手
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
鈴
木

薫
監
督
は
、
「
昨
年
ま
で
の
ス
タ
ッ
フ

と
私
を
含
め
若
い
布
陣
と
な
り
ま
し
た
。

５
年
ぶ
り
の
町
の
部
入
賞
を
目
指
し
、

そ
し
て
一
つ
で
も
順
位
を
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
監
督
と

し
て
、
ま
た
最
年
長
選
手
と
し
て
、
中

高
生
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
一
歩
、
一

秒
で
も
早
く
次
の
走
者
に
襷
を
渡
せ
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
監
督

兼
選
手
と
し
て
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
選
手
22
名
、
ス
タ
ッ
フ

９
名
の
計
31
名
が
矢
祭
町
の
名
誉
の
た

め
、
そ
し
て
仲
間
の
た
め
白
河
市
総
合

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
か
ら
福
島
県
庁

前
ま
で
の
16
区
間
95
・
１
㎞
を
走
破
し
、

上
位
入
賞
を
目
指
し
ま
す
。

矢祭町チーム
上位入賞を目指す選手
　スタッフを紹介します

鈴木貴史
さいたま市消防局

石井寿美
学法石川高校 3年

金澤秀哲
修明高校 3年

浅見　光
修明高校 3年

菊池由衣
松蔭大学 3年

鈴木修宏
上武大学 4年

増子弘晃
順天堂大学 4年

菊池孝裕
（株）SMC

篠田梨佳
矢祭中学校 2年

熊田夏希
矢祭中学校 2年

藤井慶悟
矢祭中学校 2年

鈴木　龍
矢祭中学校 3年

石井瑠奈
学法石川高校 1年

金澤美佳
白河高校 1年

藤田剛志
白河高校 2年

古張喜勝金澤源一郎生方恵美
矢祭中学校 1年

松本大空
矢祭中学校 1年

菊池竜馬
矢祭中学校１年

本多白篤
矢祭中学校 1年

金澤　舞
矢祭中学校 2年

芳賀あつ子熊倉由佳穴沢友美石井仁美菊池麻奈未齋藤　剛菊池和記

金子一則
東海村立東海病院

鈴木　薫
矢祭町役場

応援よろしくお願いします。

監督兼選手

選手

選手

選手

スタッフ

選手

選手

選手

スタッフ

選手

選手

選手

スタッフ

選手

選手

選手

スタッフ

選手

選手

選手

スタッフ

選手選手

選手

選手

スタッフ

スタッフ

選手

選手

選手

スタッフ

スタッフ

練習で常にチームを引っ張る
鈴木監督兼選手
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平成25年度一般会計上半期

財政公表
　平成 25年４月１日から 9月末日までの一般会計補正予算の

主なものを掲載しました。

◎ 補正予算第１号（4月専決）　　　　補正予算額   7,488 千円　 

　■福島県農産物の信頼回復を目的に「農地の放射性物質の吸収抑制対策」としてカリ質肥料を施用した

　　支援のために、7,488 千円を増額、予算総額を 3,347,488 千円とする補正内容でした。

◎ 補正予算第２号（６月定例議会）　　補正予算額   320,854 千円   

　■森林の放射性物質対策として、生活圏森林の除染対策として「ふくしま森林再生事業」のために

　　74,084 千円、平成 28 年度の統合小学校開校に向けた学校建設費に 204,870 千円を増額計上し、全体

　　で 320,854 千円を増額し、予算総額を 3,668,342 千円とする補正内容でした。

◎ 補正予算第３号（９月定例議会）　　補正予算額    79,530 千円   

　■税務システム・住民基本台帳システムの新システム導入費用として 7,351 千円、風しん予防接種等

　　助成費として 1,330 千円、矢祭ニュータウン法面補強工事完了による一般会計へ繰出した事業費の残

　　金 31,205 千円を基金へ積立し、全体では 79,530 千円を増額して、予算総額を 3,747,872 千円とする

　　補正内容でした。

　「財政の健全化に関する法律」に基づき、公表が義務付けられた矢祭町の財政指標は下記のとおりです。

■健全化判断比率 （単位：％）

指　標　名
矢祭町の比率 早期健全化基準

（イエローカード）
財政再生基準
（レッドカード）

平成 24年度 平成 23 年度

実 質 赤 字 比 率 － － 15.00 20.00

連 結 実 質 赤 字 比 率 － － 20.00 30.00

実 質 公 債 費 比 率 4.8 6.4 25.00 35.00

将 来 負 担 比 率 － － 350.00

注：実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合は「－」が記載されます。

■資金不足比率（公営企業会計） （単位：％）

会　計　名
矢祭町の比率

経営健全化基準
平成 24年度 平成 23 年度

水 道 事 業 特 別 会 計 － － 20.00

農業集落排水処理事業特別会計 － － 20.00

工場団地造成事業特別会計 － － 20.00

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 － － 20.00

注：資金に不足がない場合は「－」が記載されます。

＊本町の各指標は何れも国の基準を大きく下回っております。また、平成 24 年度指標は 23 年度指標か

　ら更に改善されておりますので、財政状況は健全に運営されているものと判断できます。

　町の財政状況を知っていただくために毎年 5月と 11 月に広報にて公表しております。今回は

平成 24 年度一般会計決算と平成 25 年度上半期財政状況及び健全化判断比率についてお知らせい

たします。

矢祭町財政状況公表

平成 24 年度一般会計決算状況

706
14％

1,536
31％

174
4％

519
11％

459
9％

229
5％

105
2％

1,164
24％

総額
4,892百万円

歳入歳入

町税

町民税、固定資産税など
町民の皆様より納めてい
ただいた財源

単位：百万円

その他

寄附金、各種施設使用料等

地方交付税

町の事情に合わせて国から
一定割合で配分される財源

地方譲与税等

地方消費税交付金等、国・
県が徴収した税金から一定
の割合で配分される交付金

繰越金

前年度からの繰越金

国県支出金

児童手当や浄化槽な
ど特定の給付費や事
業に対し国・県から
支出される財源

町債

町のインフラ整備などの
大きい事業を行う際の借
入金や人口割等で決めら
れる臨時財政対策債など
の借入金

繰入金

特別会計等から繰り入れた財源

歳出歳出
総額

4,688百万円

518
11％

632
13％

282
6％

708
15％

633
14％

778
17％

280
6％

857
18％

人件費

町職員・町議会議
員の給与等

物件費

光熱水費、消耗品費、
町内施設管理等の各
種委託料など

扶助費

妊産婦検診補助、子ども
医療費、児童手当など

補助費

東白衛生組合・広域消防等一部
事務組合への負担金、児童・生
徒の遠距離通学補助金など

公債費

公共施設の整備などに
充てた、国や銀行等か
ら借り入れたお金の定
期返済元利金

繰出金

水道会計や国保会
計など特別会計へ
の繰出金

その他

台風災害に係る復
旧事業、基金への
積立金や各種施設
などの維持補修費

単位：百万円

普通建設事業費

子ども園建設・東日本大震災復興交付
金事業（24～ 25 年度継続）など町の
インフラ整備に係る工事請負費など

2４年度　健全化判断比率等のお知らせ
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町の財政（一般会計）を年収３６０万円
家庭の家計簿に置き換えてみると・・・

支　　　出 収　　　入

義
務
的
経
費

食費等の生活費  
（人件費）

398,041 円
(11.1%)

給料    
（町民税、使用料など）

626,035 円
(17.4%)

自

主

財

源

医療費・学費   
（扶助費）

216,386 円
(6.0%)

貯金の取崩し    
（繰入金）

382,227 円
(10.6%)

ローン返済   
（公債費）

597,485 円
(16.6%)

前年度から持っていたお金  
（繰越金）

168,795 円
(4.7%)

投
資
的

経　

費

家や車庫の建築  
（建設事業費）

486,230 円
(13.5%)

貯金利子など    
（雑入等）

97,695 円
(2.7%)

そ
の
他
の
経
費

光熱水費・通信費
（物件費）

485,605 円
(13.5%)

親などからの援助   
（地方交付税、国県補助金など）

1,987,104 円
(55.2%)

依
存
財
源

町内会費、寄附金
（補助費等）

543,931 円
(15.1%)

銀行などからの借入   
（町債）

338,144 円
(9.4%)

家や車の補修費  
（維持補修費、災害復旧費）

95,058 円
(2.6%)

※イメージしやすいように町の経費を置き換えて
　います。参考としてご覧ください。
　（金額下は構成比）

子どもへの仕送り 
（繰出金）

215,407 円
(6.0%)

貯金など    
（積立金、貸付金）

561,857 円
(15.6%)

支 出 合 計 3,600,000 円
(100.0%)

収 入 合 計 3,600,000 円
(100.0%)

平成24年度特別会計決算
～皆さんの生活に直結した事業を８つの特別会計で行っています～

会　　計　　名 歳　入 歳　出 事　業　内　容

国民健康保険特別会計 822,551 764,771
国保世帯数：982 世帯　　　　　　　　　　　　
被保険者数：1,866 人

水 道 事 業 特 別 会 計 124,354 103,975
給水件数：1,945 件　人口：5,670 人　　　　　
給水普及率：89.3％

工 場 団 地 造 成
事 業 特 別 会 計

7,534 1,502 造成地の草刈等維持経費等

宅地造成事業特別会計 10,941 1,948
総区画数：274 区画
分譲済区画数：233 区画

農 業 集 落 排 水 処 理
事 業 特 別 会 計

30,462 27,636
排水人口：566 人
排水区域面積：570k㎡ 

介 護 保 険 特 別 会 計 529,373 491,095
要介護認定者数：298 人
在宅介護サービス利用者数：1,534 人 /12 ヶ月
施設介護サービス利用者数： 799 人 /12 ヶ月

後 期 高 齢 者 医 療
保 険 特 別 会 計

132,187 132,683 被保険者数：1,307 名

霊 園 事 業 特 別 会 計 754 270
総  区  画  数：41 区画
貸出中区画数：15区画

「地方公務員法」及び「矢祭町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員数・給与・勤務条

件・定員管理などについて、お知らせします。

［職員数の状況］            

□部門別職員数の状況と主な増減理由　（平成25年４月１日現在）

区　分
部　門

職　　員　　数 対前年
増減数

主な増減理由
平成 24 年 平成 25 年

一般行政
部　   門

議　　会 １ １ ０

総　　務 13 13 ０

税　　務 ３ ３ ０

民　　生 ９ 10 １ 保育所職員の増

衛　　生 ３ ３ ０

農林水産 ５ ５ ０

商　　工 １ １ ０

土　　木 ３ ３ ０

小　計 38 39 １

特別行政     
部　   門

教　　育 13 11 ▲２ 幼稚園統合により減

小　計 13 11 ▲２

公営企業等
会計部門

水　　道 ３ ３ ０

下 水 道 ０ ０ ０

そ の 他 ５ ６ １ 後期高齢者広域連合職員派遣により増

小　計 ８ ９ １

合　　　　　計
59
[75]

59
[75]

０
［０]

（注） 1　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者・派遣職員などを
　　　　　含み臨時又は非常勤の職員は除いています。
　　　２　[　　] 内は、条例定数の合計である。

［定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要］

区　分
部　門 19 年 20 年 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年

一般行政 職員数 67 58 51 51 52 51 50
公営企業
等会計

職員数 ８ ８ ８ ８ ８ ８ ９

計 職員数 75 66 59 59 60 59 59

分　限　処　分 懲　戒　処　分
休職 降任 免職 戒告 減給 停職 免職
１ ― ― ― ― ― ―

［職員の勤務時間の状況］

1 週間の勤務時間 38 時間 45 分
執務時間 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分まで
休憩時間 正午～午後 1時

勤務条件の状況

指定された課のみ、下記の窓口交代勤務有  
 朝　午前 7時 30 分～午前 8時 30 分  
 昼　正午～午後 1時   
 夕　午後 5時 15 分～午後 6時 45 分

◎職員の任免及び職員数に関する状況

◎職員の分限及び懲戒処分の状況 ( 平成 24 年度） 

◎職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 

町人事行政の運営等の状況を公表します！
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［人件費の状況（普通会計決算）］　　※人件費には、特別職に支給される給料・報酬等が含まれています。

区分
住民基本台帳人口
（平成 24 年度末）

歳　出　額
Ａ

実質収支
人　件　費

Ｂ
人件費率

B/A
（参考）

平成23年度の人件費率

年度

24 
　H25.3.31 現在　　人

6,348
　千円

4,675,146 
　　千円

162,390 
　　千円

511,272 
　　％

10.9
　％

14.2 

［職員給与費の状況（普通会計予算）］ 

区分
職　員　数

Ａ
給　　　　　　　与　　　　　　　費 1人当たり給与費

Ｂ／Ａ
（参考）平成23年度の平
　　均一人当たり給与費給　　　料 職員手当 期末・勤務手当 計 Ｂ

年度

25 
人

51
　千円

224,677 
　千円

28,111
　千円

81,823 
　千円

334,611 
　千円

6,561
　千円

6,776 

［職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況　（平成 25 年４月１日現在）］

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 45.80 歳 365,141 円 410,328 円

［職員の初任給の状況　（平成 25 年４月１日現在）］

区　　　　　　　分
矢　　　　祭　　　　町

初任給 2年後の給料

一般行政職
大 学 卒 175,100 円 188,900 円 

高 校 卒 142,500 円 152,400 円

技能労務職
高 校 卒 153,000 円 166,200 円

中 学 卒 129,600 円 137,600 円

［一般行政職の級別職員数の状況　（平成 25 年４月１日現在）］

区　　分 標　準　的　な　職　務　内　容 職 員 数 構 成 比

１　級 主事・保育士・教諭 人11 ％19.6
２　級 主任主事・保健師・保育士・教諭 2 3.6

３　級 主査・主任保健師・主任保育士・主任教諭 4 7.1

４　級 主任主査・主任保健師・主任保育士・主任教諭 10 17.9

５　級 主幹・局長・所長・園長 23 41.1

６　級 課長・会計管理者・局長・所長 6 10.7

[期末手当・勤勉手当（平成 24 年度）]

　（平成 24 年度支給割合）
期末手当 勤勉手当

６月 1.225 月
2.55 月

６月 0.675 月
1.35 月

12 月 1.325 月 12 月 0.675 月
（加算措置の状況）      
　職制上の段階、職務の級等による加算措置   　
　役職加算　５～ 15％

 [特別職の報酬等の状況　（平成25年４月１日現在）]

区             分 給 料 月 額 等

給　

料

町　　　長 　　　　 523,000 円
副　町　長 　　　　 523,000 円
教　育　長 　　　　 523,000 円

報　

酬

議　　　長 日額　　　30,000 円
副　議　長 日額　　　30,000 円
議　　　員 日額　　　30,000 円

期
末

手
当

町　　　長 （平成 24 年度支給割合） 議　　　長 ※平成 20 年度か
ら町議会議員期
末手当支給なし

副　町　長 ６月期 1.40 月
2.90 月分

副　議　長
教　育　長 12 月期 1.50 月 議　　　員

◎職員の研修の状況（平成24年度）

区　　　　　分 受講者数
ふくしま自治研修センターの研修 ４人
そ の 他 の 研 修 0人

計 ４人

◎職員の福祉の状況

　職員の安全を確保し、健康の保持推進を図るため、定期健診（生活習慣病検診・乳がん検診･子宮がん検診）

人間ドック等検診及び歯科指導等の健康指導を実施しています。

◎職員の給与の状況
　

10
月
20
日
、
矢
祭
町
消
防
団
（
鈴
木

桂
語
団
長
）
の
平
成
25
年
度
秋
季
検
閲

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
雨
が
降
る
中
、
東
舘
小
学
校
か
ら

矢
祭
中
学
校
ま
で
を
、
全
４
分
団
17
班
、

役
場
消
防
隊
が
行
進
し
、
中
学
校
の
校

庭
で
は
無
火
災
祈
願
の
黙
祷
の
後
、
観

閲
や
通
常
点
検
、
機
械
器
具
点
検
、
中

隊
訓
練
や
小
隊
訓
練
、
ラ
ッ
パ
隊
訓
練

な
ど
が
次
々
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
た
ち
は
機
敏
で
統
率
の
と

れ
た
動
き
で
訓
練
に
臨
み
、
自
分
た
ち

の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
強
固

な
消
防
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。

強
固
な
消
防
体
制
を
確
認

矢
祭
町
消
防
団
秋
季
検
閲

消
防
魂

１０月１１日～２０日

全国地域安全運動スローガン「みんなでつくろう安心の街」
　

防
犯
協
会
東
舘
支
部
（
鈴
木
桂
語

支
部
長
）
と
防
犯
協
会
石
井
支
部
（
金

沢
利
広
支
部
長
）
で
は
今
年
も
、「
み

ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
地
域
安
全
運
動
期

間
中
、
恒
例
と
な
っ
た
防
犯
鼓
笛
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
９
日
に
は
石
井
支
部
が
石
井

小
学
校
の
鼓
笛
隊
と
と
も
に
戸
塚
地

内
か
ら
中
石
井
地
内
ま
で
を
パ
レ
ー

ド
。
10
月
11
日
に
は
東
舘
支
部
が
下

関
河
内
小
学
校
鼓
笛
隊
と
と
も
に
三

関
地
内
、
東
舘
小
学
校
鼓
笛
隊
と
と

も
に
矢
祭
中
学
校
前
か
ら
東
舘
小
学

校
前
ま
で
を
パ
レ
ー
ド
し
、
地
域
住

民
に
対
し
日
頃
の
防
犯
啓
発
に
努
め

ま
し
た
。

10/ ９ 石井小学校鼓笛隊

10/11 下関河内小学校鼓笛隊

10/11 東舘小学校鼓笛隊
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保 健 衛 生
功 労 表 彰

30
年
の
長
き
に
渡
り

　

矢
祭
町
の
乳
が
ん
検
診
に

　
　

貢
献
さ
れ
る

■
印
鑑
登
録
証
明
書　
　

　

 (

印
鑑
登
録
は
平
日
の
勤
務
時
間
内
で
す
。） 

 

 

■
住
民
票
謄
本
・
抄
本 

 
 

 
 

 

■
戸
籍
謄
本
・
抄
本　

　

（
除
籍
・
改
製
現
戸
籍
謄
本
は
平
日
の
勤
務
時
間
内
で
す
。
） 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

■
納
税
証
明
書 

 
 

 
 

 

■
所
得
証
明
書 

 
 

 
 

 

■
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書 

 
 

 

◎
各
種
税
金
・
使
用
料
等
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

（
で
き
る
だ
け
つ
り
銭
の
無
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
） 

◎
そ
の
他
各
課
に
提
出
す
る
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
お
預
か
り
す

　

る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
内
容
等
に
不
備
が
あ
れ
ば
、
平
日
に

　

再
度
来
庁
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

役
場
休
日
・
時
間
外
業
務
の
お
知
ら
せ

休
日
・
時
間
外
の
証
明
交
付
申
請
に
つ
い
て
は
、
証
明
範
囲
が
限
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

左
記
の
証
明
以
外
は
、
証
明
書
が
発
行
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

戸
籍
・
住
民
関
係

税
務
関
係

休　日・・・土日・祝祭日・年末年始の午前８時３０分～午後５時１５分まで 

時間外・・・平日の午前７時３０分～午前８時３０分まで    

　　　　　　　〃　午後０時００分～午後１時００分まで    

　　　　　　　〃　午後５時３０分～午後６時４５分まで

入札結果
　町が発注した予定価格が 130 万円を超える工事の入札結果をお知らせ

いたします。

工　事　名 入札日
（予定価格）
落札金額

落　札　者 工 事 場 所 工　　　期

平成25年度戸塚・東舘地区
農業用排水施設改修工事

平成 25年
9月 30 日

（3,255,000 円）
3,108,000 円

佐川建設（株）　
代表取締役　佐川　　泉

戸塚字後宿地内外
平成25年9月30日～
平成26年3月28日

平成25年度新田地内農業
排水施設改修工事

平成 25年
9月 30 日

（1,370,250 円）
1,365,000 円

緑川建設（株）　
代表取締役　緑川　恵克

金沢字新田地内
平成25年9月30～
平成26年3月28日

平成25年度下関河内地区
農道維持舗装工事

平成 25年
9月 30 日

（5,093,550 円）
4,704,000 円

佐藤建設（株）　
代表取締役　佐藤　正美

下関河内字天神前
地内外

平成25年9月30～
平成26年3月28日

平成25年度大垬地区農業
用水施設整備工事

平成 25年
9月 30 日

不調 ― 大垬字朧地内外 ―

平成25年度林道小田川字
山下線舗装工事

平成 25年
9月 30 日

（4,054,050 円）
3,538,500 円

佐藤建設（株）　
代表取締役　佐藤　正美

小田川字久保地内
平成25年9月30日～
平成26年3月28日

平成25年度林道下河原線
舗装工事

平成 25年
9月 30 日

（2,726,850 円）
2,362,500 円

佐藤建設（株）　
代表取締役　佐藤　正美

山下字下河原地内
平成25年9月30日～
平成26年3月28日

平成25年度林道大沢線舗
装工事

平成 25年
9月 30 日

（3,063,900 円）
2,667,000 円

佐藤建設（株）　
代表取締役　佐藤　正美

関岡字大沢地内
平成25年9月30日～
平成26年3月28日

平成25年度林道塩ノ海入
山線舗装工事

平成 25年
9月 30 日

（3,969,900 円）
3,885,000 円

緑川建設（株）　
代表取締役　緑川　恵克

茗荷字倉影地内
平成25年9月30日～
平成26年3月28日

平成25年度矢祭町温泉交流
研修センター建築改修工事

平成 25 年
10 月１日

（2,310,000 円）
2,257,500 円

（株）根本家具店　
代表取締役　根本　良一

東舘字蔵屋敷地内
平成25年10月2日～
平成26年1月31日

平成25年度矢祭町温泉交流
研修センター設備改修工事

平成 25 年
10 月１日

（6,510,000 円）
6,457,500 円

野内商事（株）　
代表取締役　野内　忠勝

東舘字蔵屋敷地内
平成25年10月2日～
平成26年2月28日

平成25年度第２簡易水道
管理棟屋上改修工事

平成 25年
10 月７日

（2,814,000 円）
2,730,000 円

（株）太陽興産
代表取締役　藤田　弘美

茗荷字上茗荷地内
平成25年10月8日～
平成26年1月31日

◎
証
明
書
の
申
請
時
に
は
、
申
請
人
の
本
人
確
認
と
し
て
、
免
許

　

証
・
保
険
証
等
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

（
戸
籍
法
施
行
規
則
11
条
の
２
） 

【　略　歴　】

昭和33年３月　東北大学医学部卒業

昭和54年10月　東北大学医学部助教授

昭和60年10月　福島県立医科大学教授（第二外科）

平成10年３月　福島県立医科大学教授退任（現名誉教授）

所属学会　　　日本乳癌学会（元会長）

　　　　　　　日本乳癌検診学会（元会長）

　本邦の外科、主に乳癌の臨床、研究、検診の分野をリ

ードし、福島県立医科大学第二外科教授として外科医の

育成、指導および学生の教育にあたられました。また、

福島県立医大病院院長を兼任し、大学病院の運営・改革

にも従事されました。その傍ら、県内の乳がん検診にも

積極的に尽力され、地域医療に貢献されました。

阿部先生へ感謝状、妻の浩子さんへ花束を贈呈

　

10
月
21
日
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
に
お
い
て
昭
和
59
年
か

ら
今
年
ま
で
の
約
30
年
に
と
い
う
長
き
に
渡
り
、
矢
祭

町
の
乳
が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
目
指
し
献
身

的
に
ご
尽
力
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
述
べ
９
，
８
６
６
人
も

の
検
診
を
こ
な
し
、
本
町
に
お
け
る
地
域
医
療
に
貢
献

さ
れ
た
福
島
県
立
医
科
大
学
名
誉
教
授
の
阿
部
力
哉
先

生
に
対
し
、
保
健
衛
生
功
労
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
表
彰
終
了
後
に
は
「
乳
が
ん
検
診
の
重
要
性
」

と
い
う
演
題
で
、
乳
が
ん
の
特
徴
や
乳
が
ん
に
対
し
て

日
頃
か
ら
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

福島県立医科大学

名誉教授

阿
あべ
部力

りきや
哉先生
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蛭田　晴
はると

斗くん
（11月４日生まれ・内川）

いつもニコニコの晴くん。その笑
顔が大好きだよ。お兄ちゃんと
元気に育ってね。
　　　　　　　（パパ・ママより）

須藤　咲
さきと

翔くん
（11月25日生まれ・関岡）

これからもたくさん遊んで、
元気に育ってね。
　　　　　（パパ・ママより）

菊地　果
か

歩
ほ

ちゃん

（11月11日生まれ・東舘）

いたずら好きでおてんばな果
歩が大好きだよ♡これからも
笑顔いっぱい元気に育って
ね。　　　（パパ・ママより）

す
くくす
くく

満１歳

お誕生日おめでとう！！

　

９
月
30
日
、
こ
の
日
誕
生
日
を
迎
え
、

満
１
０
０
歳
と
な
っ
た
片
野
ヲ
キ
イ
さ

ん
（
東
舘
）
に
対
し
て
百
歳
高
齢
者
知

事
等
賀
寿
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
ま
ず
、
加
藤
清
司
県
南

保
健
福
祉
事
務
所
長
が
県
知
事
か
ら
の

賀
寿
及
び
記
念
品
の
贈
呈
、
次
に
古
張

町
長
が
賀
寿
及
び
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
ま
た
鈴
木
正
良
社
会
福
祉
協
議

会
長
や
佐
川
粂
雄
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
か
ら
記
念
品
の
贈
呈
が
あ
り
、
贈

呈
を
受
け
た
ヲ
キ
イ
さ
ん
は
「
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
謝
辞
を

述
べ
て
、
贈
呈
式
に
訪
れ
て
い
た
方
た

ち
に
元
気
な
姿
を
見
せ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
お
元
気
で
さ
ら
な
る
長
寿
を

目
指
し
て
く
だ
さ
い
。
１
０
０
歳
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
世
紀
を
生
き
抜
く

片
野
ヲ
キ
イ
さ
ん
に
百
歳
高
齢
者
知
事
等
賀
寿
贈
呈

大正 2年 9月30日生まれ。

100 歳

子どもは７人。孫 13人。

現在でもしっかりとした足

取りで台所に立ち、毎日お

ちょこに２～３杯ほどの日

本酒を飲む。

好き嫌いはなく何でも食べ

るとのこと。

あ
の
暑
き
終
戦
の
日
に
あ
ふ
れ
咲
き
し
白
さ
す
べ
り
供
花
の
ご
と
咲
く　

 

　

菊
池　

知
子

色
あ
せ
し
ア
ル
バ
ム
繰
れ
ば
み
な
笑
顔
先
生
囲
む
針
供
養
写
る　
　
　
　

　

 

佐
藤
ミ
サ
子

さ
さ
い
な
る
い
た
わ
り
の
言
葉
に
胸
熱
く
老
い
た
る
我
が
身
を
奮
い
立
た
せ
ぬ

近
藤　

和
夫

少
子
化
の
我
が
里
に
来
て
多
産
系
の
猪
の
親
子
が
悠
然
と
住
む

片
野　

税
子

山
あ
い
の
段
々
の
田
に
差
し
き
た
る
朝
日
を
受
け
て
稲
穂
か
が
や
く

片
野　

盛
好

お
陽
さ
ま
の
お
子
が
宿
る
と
う
鬼
灯
の
日
ご
と
に
紅
く
実
の
染
ま
り
ゆ
く　

 

深
谷　

絹
子

こ
こ
に
い
ま
絆
ゆ
る
ぎ
な
き
区
民
ら
の
新
調
の
山
車
誇
ら
か
に
出
で
ゆ
く　

 

佐
川　

典
子

八
溝
嶺
の
水
を
集
め
て
流
れ
く
る
豊
か
な
恵
を
受
く
く
じ
の
里　
　
　
　
　

 

松
本　

精
次

麦
秋
を
詠
む
投
稿
歌
に
若
き
日
の
汗
と
麦
刈
り
の
香
り
た
ち
く
る　
　
　
　

 

藤
田　

君
江

入
院
中
の
昨
夜
の
夢
に
出
で
た
る
親
友
の
死
を
嫁
は
告
げ
く
る　
　
　
　
　

 

金
澤　

京
子

残
暑
厳
し
夏
の
終
わ
り
を
惜
し
む
が
に
み
ん
み
ん
蝉
の
鳴
く
声
響
く　
　
　

 

星　
　

初
枝

春
先
に
分
け
て
も
ら
い
し
ダ
リ
ア
球
根
彩い
ろ

鮮
や
か
に
咲
き
競
い
た
り　
　

 

佐
川　

文
江

短
歌
矢
祭
町
短
歌
会
九
月
詠
草

　

今
、
論
語
ブ
ー
ム
で
「
論
語
塾
」
も
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
矢
祭
も
っ
た
い

な
い
図
書
館
に
、
著
者
、
出
版
社
が
違
う
「
論
語
」
を
称
す
る
本
が
37
冊
あ
り
、「
論

語
の
研
究
」
と
称
す
る
本
が
65
冊
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
私
が
感
動
の
大
き
か
っ
た

「
中
野
孝
次
の
論
語
」
（
海
竜
社
）
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
論
語
」
と
い
う
と
、
何
や
ら
難
し
い
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
「
中
野
孝
次
の
論
語
」
と
い
う
本
は
フ
リ
ガ
ナ
が
ふ
ら
れ
て
、
訳
し

方
も
丁
寧
で
非
常
に
分
か
り
や
す
い
本
で
す
。

　

例
え
ば
①
「
己
れ
を
行
う
に
恥
あ
り
」
と
あ
れ
ば
、
訳
と
し
て
、
自
分
と
い
う
人

間
を
侮
辱
す
る
な
、
そ
の
人
の
言
う
言
葉
は
絶
対
信
用
で
き
る
か
否
か
見
抜
け
、
自

分
の
頭
で
判
断
す
る
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
知
識
は
役
立
つ
、
人
の
悪
口
を
言
っ
て
何

が
役
立
つ
か
〜
な
ど
分
か
り
や
す
く
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
②
「
朝(

あ
し
た)

に
道

を
聞
か
ば
、
夕(

ゆ
う
べ)

に
死
す
と
も
可
な
り
」
な
ど
26
項
目
の
論
の
項
を
立
て
、

そ
れ
に
解
釈
を
つ
け
て
あ
り
ま
す
。
誠
に
人
の
生
き
方
を
教
え
て
く
れ
る
本
の
１
冊

で
す
。
つ
ま
り
「
己
を
修
め
る
」
と
い
う
本
で
あ
り
「
自
分
は
い
か
に
生
き
る
べ
き

か
」
を
教
え
て
く
れ
る
本
で
す
。
読
む
価
値
が
あ
る
本
で
す
。
読
め
ば
心
が
豊
か
に

な
る
本
で
す
。

中
野
孝
次
の
論
語

「
家う
ち
ど
く読

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

わ
が
家
の
イ
チ
お
し

　
　
　
　
　
　

こ
の
一
冊

矢祭もったいない図書館運営委員

佐川　粂
くめお

雄さん

（東舘）

―
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
所
蔵
本
か
ら
―

町長から百歳賀寿を受け取るヲキイさん

片野ヲキイさん

著
者　

中
野
孝
次　

出
版
社　

海
竜
社
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Ｈ

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
！

　

赤
ち
ゃ
ん
と
の
暮
ら
し
は
、
毎
日
が

驚
き
と
心
配
の
連
続
。
赤
ち
ゃ
ん
が
何

を
求
め
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
て
、

子
育
て
に
不
安
を
抱
い
て
し
ま
う
こ
と

は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
悩
み
や
不
安

は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
事
が
大
切

で
す
。子
育
て
に
不
安
を
感
じ
る
と
か
、

子
育
て
が
負
担
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
と

き
は
、
ま
わ
り
の
人
や
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
機
関
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
子

育
て
中
の
お
母
さ
ん
を
応
援
す
る
た
め

に
、
矢
祭
町
で
は
次
の
よ
う
な
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
事
業
毎
の
対
象
者

が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。　

保健だより

Ｃ
ｅａｌｔｈ

ｈｅｃｋ

事 業 名 対 象 者 内　　容 備　　考

母子相談会 お子さんと保護者
発達や育児について臨床
心理士が相談を受付けま
す。

予約制です。

乳児全戸訪問事業
３か月までの乳児と
保護者

助産師や保健推進員が家
庭を訪問し、お母さんの
お話を聞きます。

出生届時に同意書に記
入していただきます。

子育てミーティング 子育て中のおかあさん
子どもから離れて、子育
てについてお母さん同士
で話し合いをします。

託児を実施します。

にこにこ教室
発達が気になる保護者
とお子さん

月１回、お子さんの発達
状況を確認しながら親子
遊び、グループワークを
実施。

東白川郡４町村で開催

カンガルーくらぶ
未就園前のお子さんと
保護者

子育て中のお母さん同士
の交流の場、保育士や子
育てサポーターによる相
談も実施

社会福祉協議会に委託
して実施し、週３回開
催しています。

リフレッシュママ 子育て中のおかあさん
自分を振り返るいろいろ
な体験をします。

託児を実施します。

健康相談及び
電話相談

お子さんと保護者
子育てや発達について相
談を受付けます。

山村開発センターにて
随時開催

リフレッシュママを開催

ま
ず
は
相
談
か
ら

　子育て中のお母さんを元気にする目的で、平成 25 年度のリフレッシュママ開催します。この事業

は「ママ」から「わたし」になる時間を持つことによって、お母さんたちにリフレッシュしていただ

くことを目的に実施いたします。講師は、自治医科大学地域医療学センター　公衆衛生学部門名誉教

授髙村寿子先生です。みなさんの参加を心よりお待ちしています。

日　　時 場　　所

１回目
平成 25年 12 月 16 日（月）
午前 10 時～ 12 時

矢祭町山村開発センター

２回目
平成 25年 12 月 19 日（木）
午前 10 時～ 12 時

開
催
日
及
び
場
所

０
歳
か
ら
就
園
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る

お
母
さ
ん(

２
日
間
出
席
可
能
な
方)

。

先
着
20
名　

12
月
６
日
ま
で
に
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

無
料

矢
祭
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
７（
４
６
）
２
０
９
７

※
お
母
さ
ん
が
教
室
に
参
加
し
て
い
る
間

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
託
児
を
ひ
き
う
け
ま

す
。

※
昨
年
参
加
さ
れ
た
方
は
、
今
回
の
教
室
は

参
加
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

対
象

定
員

申
込
方
法

参
加
費

問
い
合
わ
せ

　

カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ
で
は
次
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
、
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
同
士
の
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

読み聞かせの日（カンガルーくらぶ） 親子ビクスで楽しむ親子（カンガルーくらぶ）



受賞報告をした大森会長

啓発活動のようす
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TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　10月 26 日、町内 3小学校で日頃の学習の成果

を発表する学習発表会が行われました。

　このうち、石井小学校では 1年生から 6年生

までが各学年で決めた劇や全校児童による、「手

のひらを太陽に」の合唱など、この日のために練

習してきたことをステージ上で発表しました。会

場に訪れていた、保護者たちはわが子の成長を見

守るように温かい拍手を送っていました。

練
習
の
成
果
を
発
表

ま
す
ま
す
お
元
気
で

　
　
　
　
　

と
激
励

慰問品を受け取る永山安男さん（山野井）

　10月 22 日・23 日の 2日間、平成 25 年度高

齢者町長慰問が行われました。町長が各地区担

当の民生委員や社会福祉協議会の職員とともに

対象となった 75 歳以上 1人暮らし高齢者、75

歳以上寝たきり高齢者、90 歳以上となった高

齢者のうち 69 軒の高齢者の自宅を訪れ、慰問

品を手渡すとともに「ますますお元気で」と激

励の言葉をかけて、高齢者の方たちを元気づけ

ました。

鈴
木
ハ
ル
ヱ
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　

感
謝
状

感謝状を受けた鈴木さん

　10 月 9 日、平成 19 年から平成 25 年 9

月 30 日までの 6年間（2期 6 年）人権擁

護委員を務めてこられた鈴木ハルヱさんに

対し、法務大臣の感謝状が菅野好晃福島地

方法務局白河支局長より伝達されました。

　町長は挨拶の中で「6年間、地域を温か

く見守っていただきました。これからも人

権擁護委員のＯＢとして町のためにご尽力

いただきたい」と述べ、鈴木さんの今まで

のご労苦をねぎらいました。

伝達表彰を受けた菊池さん

　10 月 11 日、菊池一雄さんに対して、昭和

51 年からこれまで 37 年もの長きに渡り、県

自然保護指導員として矢祭山の自然歩道の管

理や清掃を中心として活動した功績による自

然歩道関係功労者環境省自然環境局長表彰の

伝達が小野和彦福島県県南地方振興局長より

行われました。

　町長は菊池さんの功労表彰に祝福の言葉を

述べるとともにこれまでの努力に対する功績

を称えました。

矢
祭
山
公
園
の

　
　

自
然
保
護
に
寄
与

よ
り
人
権
が
守
ら
れ
る

　
　
　
　

社
会
づ
く
り
を

　10 月 11 日、人権擁護委員に新任され

た豊田中子さんと、再任の佐川文江さん

が役場を訪れ、福島地方法務局白河支局

で法務大臣から委嘱状の伝達が行われた

ことを町長に報告しました。なお、佐

川さんと豊田さんの任期は平成 25 年 10

月1日から平成28年9月30日までです。

　人権擁護委員は地域住民の基本的人権

の擁護と人権尊重の思想の普及や高揚を

目的として活動しています。

任命されたことを報告した佐川さんと豊田さん

　10 月 22 日、矢祭町婦人会の大森春美会長が役

場を訪れ、東館駅の花壇の草引きなど清掃作業を

長きに渡り続けてきたことに対し、東日本鉄道

（株）社長から感謝状の表彰を受けたことを町長

に報告しました。

　矢祭町婦人会ではこの清掃活動を現在まで 22

年間にわたって続けており、町長もこの活動に感

謝し、今回の受賞を称えました。

長
年
の
環
境
整
備
に
感
謝

人
権
尊
重
の

　
　

意
識
を
高
め
る

　10 月 22 日、町人権擁護委員が、高齢者

がいきいきと暮らせる社会を築くため差別

をなくし、個人としての尊厳が守られる社

会づくりの推進を図ることを目的にユーハ

イム矢祭、ユーアイホームを訪れ、啓発活

動を行いました。

　人権擁護委員の訪問を受け、ユーハイム

矢祭の金澤邦芳施設長は「高齢者に対する

暴力、暴言などの虐待のないよう徹底しま

す」と述べ安心できる施設づくりを約束し

ました。

1 年生の発表のようす



陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

第
18
回
矢
祭
ふ
れ
あ
い
駅
伝
競
走

大
会
参
加
者
募
集

行事＆
　　お知らせ

情報局情報局

調
停
の
無
料
相
談
開
催

社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の

１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で

す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
25
年
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
又

は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
10
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今

年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も

ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に

加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除

証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ

い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除
証
明

書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い

る
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
受
付
期
間

　

平
成
25
年
11
月
１
日
（
金
）〜

　

平
成
26
年
３
月
14
日
（
金
）

◆
受
付
時
間　

○
月
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

○
火
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分

○
第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、

　

火
曜
日
に
午
後
７
時
ま
で
相

　

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

祝
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３

　

日
常
生
活
の
中
の
さ
ま
ざ
ま

な
心
配
事
や
争
い
ご
と
を
円
満

に
解
決
す
る
た
め
、
実
際
に
た

ず
さ
わ
っ
て
い
る
専
門
調
停
委

員
が
開
催
す
る
年
に
一
度
の
相

談
会
で
す
。

○
生
活
一
般
の
問
題
（
民
事
）

　

・
農
地
や
山
林
、
土
地
や
建

　
　

物
を
め
ぐ
る
問
題

　

・
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
、

　
　

金
銭
の
貸
し
借
り

　

・
消
費
者
金
融
等
の
多
重
債

　
　

務
返
済
計
画

　
　

等
々
で
お
困
り
の
方

○
家
庭
内
の
問
題
（
家
事
）

　

・
夫
婦
関
係
、
離
婚
、
離
縁

　

・
親
子
関
係
、
扶
養
、
相
続

　
　

等
々
で
お
悩
み
の
方

◆
日
時

　

11
月
19
日
（
火
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所

　

石
川
町
中
央
公
民
館

　

（
石
川
町
高
田
２
０
０
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

棚
倉
調
停
協
会

　

☎
０
２
４
７（
３
３
）３
４
５
８

　

15
歳
か
ら
17
歳
未
満
の
男
子

が
対
象
の
採
用
試
験
で
す
。
入

校
と
同
時
に
特
別
職
国
家
公
務

員
に
な
り
通
信
制
の
高
等
学
校

教
育
を
受
け
な
が
ら
、
将
来
自

衛
隊
の
技
術
陸
曹
を
養
成
す
る

制
度
で
す
。

一
般
採
用
試
験

◆
受
付
期
間

　

平
成
25
年
11
月
１
日
（
金
）〜

　

平
成
26
年
１
月
10
日（
金
）

○
１
次
試
験

◆
期
日

　

平
成
26
年
１
月
18
日
（
土
）

◆
会
場

　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

　

成
セ
ン
タ
ー
（
旧
白
河
市
職

　

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）

◆
試
験
科
目

　

国
・
社
・
数
・
理
・
英
・
作

　

文
（
５
０
０
字
）

○
２
次
試
験
（
１
次
試
験
合
格

　

者
の
み
案
内
い
た
し
ま
す
）

　

口
述
試
験
・
身
体
検
査

推
薦
採
用
試
験

◆
受
付
期
間

　

平
成
25
年
11
月
１
日
（
金
）
〜

　

平
成
25
年
12
月
６
日（
金
）

◆
試
験
日

　

平
成
26
年
１
月
11
日
（
土
）
〜

　

平
成
26
年
１
月
13
日（
月
）
の

　

指
定
す
る
１
日

◆
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

◆
試
験
科
目

　

口
述
試
験
・
筆
記
試
験
・
身

　

体
検
査

◆
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

白
河
地
域
事
務
所　

　

☎
０
２
４
８（
２
４
）０
３
７
２

◆
開
催
日

　

12
月
１
日
（
日
）

◆
参
加
部
門

　

Ⅰ
部　

小
学
生
男
子
・
女
子

　

Ⅱ
部　

中
学
生
男
子
・
女
子

　

Ⅲ
部　

一
般
男
子
・
女
子

　
　
　
　

（
高
校
生
以
上
）　
　

　

※
選
手
は
１
チ
ー
ム
６
名

　

親
子
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
部

　

小
学
１
年
生
〜
３
年
生
ま
で

　

の
親
子

◆
参
加
資
格

　

町
内
及
び
Ｆ
Ｉ
Ｔ
圏
内
市
町

　

村
の
範
囲
（
福
島
・
茨
城
・

　

栃
木
）
選
手
は
各
チ
ー
ム
の

　

責
任
に
お
い
て
健
康
と
認
め

　

ら
れ
た
者
に
限
る

◆
参
加
費

　

駅
伝
の
部　

　

１
チ
ー
ム　

２
，
０
０
０
円

　

親
子
の
部　

　

１
組　

５
０
０
円

◆
申
込
締
切

　

11
月
８
日
（
金
）

◆
問
い
合
わ
せ　

　

矢
祭
町
中
央
公
民
館

　

☎
０
２
４
７（
４
６
）２
２
０
２

　

て
暴
力
を
ふ
る
う（
ド
メ
ス

　

テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）な
ど

〇
乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群

赤
ち
ゃ
ん
を

　

激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
な
い
で

　

赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
な
子
ど
も

が
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
り
、

頭
を
叩
か
れ
た
り
す
る
よ
う
な

大
き
な
衝
撃
を
与
え
ら
れ
る

と
、
見
た
目
に
は
分
か
り
に
く

い
で
す
が
、
頭
（
脳
や
網
膜
）

に
損
傷
を
受
け
、
重
い
障
害
が

残
っ
た
り
、
命
を
落
と
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

　

ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
６
４
）０
０
０

　

ま
た
は

　

矢
祭
町
役
場
町
民
福
祉
課

　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
４
７（
４
６
）４
５
７
３

　

※
大
会
要
項
、
申
込
書
等
は
町

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
を
見
つ
け
た
時
や
ご
自

身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ

と
き
に
は
児
童
相
談
所
や
市
町

村
の
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

児
童
虐
待
と
は

○
身
体
的
虐
待
…
殴
る
、
蹴
る
、

　

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ

　

ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、

　

溺
れ
さ
せ
る
な
ど

○
性
的
虐
待
…
子
ど
も
へ
の
性

　

的
行
為
、
性
的
行
為
を
見
せ

　

る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被

　

写
体
に
す
る
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト
…
家
に
閉
じ
込

　

め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、

　

ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動

　

車
の
中
に
放
置
す
る
、
重
い

　

病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に
つ

　

れ
て
い
か
な
い
な
ど

○
心
理
的
虐
待
…
言
葉
に
よ
る

　

脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い

　

間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど

　

も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し

社会を明るくする運動…広げよう「ありがとう」の言葉

　

日
は
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

　

せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）１
１
７

　
　
　
　
　

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
ま

　

た
は
０
７
０
―
５
＊
＊
＊
・

　

０
７
０
―
６
＊
＊
＊
で
始
ま

　

る
電
話
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）
で
お
か
け

　

に
な
る
場
合
は

　

☎
０
３（
６
７
０
０
）１
１
３
０

　

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促

進
強
化
期
間
」
で
す
。
正
社
員
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
雇
用

形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
で

も
労
働
者
を
雇
っ
て
い
る
事
業

主
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
福

島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室
（
☎
０
２
４
（
５
３
６
）
４

６
０
７
）
ま
た
は
、
最
寄
の
労

働
基
準
監
督
署
、
公
共
職
業
安

定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

11
月
は
、
Ｓ
マ
ー
ク
標
準
営

業
約
款
の
普
及
登
録
促
進
月
間

で
す
。

　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法

律
で
定
め
ら
れ
た
消
費
者
（
利

用
者
）
擁
護
に
資
す
る
た
め
の

制
度
で
す
。
厚
生
労
働
大
臣
認

可
の
約
款
に
従
っ
て
営
業
す
る

こ
と
を
登
録
し
た
、「
理
容
店
」
、

「
美
容
店
」、
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
」
、「
め
ん
類
飲
食
店
」、
「
一

般
飲
食
店
」
で
は
、
店
頭
に
Ｓ

マ
ー
ク
を
揚
げ
て
い
ま
す
。

登
録
店
は
、
安
全
・
清
潔
・
安

心
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お

店
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

（
財
）
福
島
県
生
活
衛
生
営

　

業
指
導
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４（
５
２
５
）４
０
８
５

労
働
主
の
皆
さ
ん
、
労
働

保
険
の
加
入
手
続
き
は
お

済
み
で
す
か

「
Ｓ
マ
ー
ク
」を
ご
存
知
で

す
か
！

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す
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今

月

の

納

税

●
固
定
資
産
税　
　

４
期

●
国
民
健
康
保
険
及
び

　

介
護
納
付
金　
　

６
期

●
介
護
保
険
料　
　

６
期

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

　
　
　
　
　
　
　
　

４
期

※
口
座
振
替
日
・
納
期
限

　
　
　
　

12
月
２
日
（
月
）

◆矢祭町内件数
（平成25年１月１日～10月１3日）

火災件数　　７件
救急出動　１４９件

「火事・救急・救助は１１９番」

　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　　TEL ４６―２１１９

人の動き

　

（
上
野
内
公
民
館
周
辺
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

矢
祭
町
中
央
公
民
館

　

☎
０
２
４
７（
４
６
）２
２
０
２

　

平
成
25
年
７
月
28
日
に
実
施

し
た
平
成
26
年
度
矢
祭
町
職
員

採
用
候
補
者
試
験
で
定
員
に
満

た
な
か
っ
た
た
め
、
次
に
よ
り

職
員
を
再
募
集
し
ま
す
。

資
格
免
許
職

◆
試
験
職
種

　

保
健
師

◆
採
用
予
定
人
数

　

若
干
名

◆
受
験
資
格

　

昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
平

　

成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　

ま
れ
た
者
で
、
資
格
・
免
許

　

を
有
す
る
者
、
ま
た
は
平
成

　

26
年
４
月
（
登
録
済
み
証
明
書
発

　

行
時
期
）
ま
で
に
取
得
見
込
み

　

の
者（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

◆
試
験
日
時

　

平
成
25
年
12
月
１
日
（
日
）

◆
試
験
会
場

○
第
１
次
試
験

　

矢
祭
町
役
場
（
矢
祭
町
大
字

　

東
舘
字
舘
本
66
）

○
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
し

　

て
後
日
通
知
い
た
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　

平
成
25
年
10
月
15
日
（
火
）か

　

ら
平
成
25
年
11
月
14
日（
木
）

　

ま
で
（
執
務
時
間
中
に
限
り
ま
す
）

※
申
込
み
方
法
等
、
詳
細
に
つ
き

　

ま
し
て
は
矢
祭
町
役
場
自
立
総

　

務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
２
４
７（
４
６
）３
１
３
１

人　口 ６，３１９人 （－ 10）

男 ３，１０５人 （＋ 3）

女 ３，２１４人 （－ 13）

世　帯 ２，０８２世帯 （＋ 1）

10月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

( 敬称略 )

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区

佐川　航
こうた

太 10/３ 純男・直美 大　垬

谷田部航
こうすけ

介 10/ 19 博文・ 美那子 関　岡

●赤ちゃん誕生おめでとう

( 敬称略 )

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区

近藤　フク 97 徹 10/ 17 上関河内

尾亦　フク 88 明 10/ 21 山　　下

●お悔み申し上げます

●あとがき

☆今回、取材させていただいた深谷
絹子さん。農業や普段の生活をしな
がらも短歌の言葉探しをするその姿
勢に脱帽。自分も広報作りをする上
で見習わなければと思いました。
☆11月17日のふくしま駅伝に向け
て選手たちはハードな練習を毎日の
ようにこなしています。当日は私も
取材に行き、「がんばれ！」と声援
を送りたいと思います。（龍）

　

今
回
、
統
合
小
学
校
建
設
計

画
に
伴
い
、
大
字
東
舘
字
下
上

野
内
地
内
「
上
野
内
公
民
館
」

周
辺
に
お
い
て
、
上
野
内
遺
跡

発
掘
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
時
代
は
、
弥
生

・
奈
良
〜
平
安
時
代
の
遺
跡
で

す
。
先
人
の
残
し
た
貴
重
な
文

化
遺
産
を
記
録
保
存
す
る
た
め

の
発
掘
調
査
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
期
間
中
、
工
事
車
両
の
通

行
な
ど
何
か
と
ご
不
便
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
期
間　

　

10
月
７
日
〜
12
月
25
日

◆
場
所

　

大
字
東
舘
字
下
上
野
内
地
内

　11 月９日から 15 日までの間、秋季全国火災予防運動週間となります。こ

れからは空気が乾燥し火災の起こりやすい時期です。火の取扱いには十分注

意してください。

【命を守る７つのポイント】

３つの習慣

　・寝たばこは、絶対にやめる。

　・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

　・ガスコンロなどのそばを離れる時は、必ず火を消す。

４つの対策

　・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

　・寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。

　・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。

　・お年寄りや身体の不自由な人を守るために隣近所の協力体制をつくる。

※広報紙下欄の標語は、人権啓発運　
　動及び社会を明るくする運動を展　
　開しているものです。

「留守中の火災に注意しましょう」

　

黒
羽
刑
務
所
で
は
今
年
も
黒

羽
矯
正
展
を
開
催
し
、
通
常
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
受
刑
者
の

作
業
場
所
、
居
住
場
所
の
見

学
や
刑
務
所
作
業
製
品
（
約

５
８
０
種
類
）
の
展
示
・
販
売
、

給
食
試
食
会
、
地
域
芸
能
「
黒

羽
太
鼓
」
や
お
囃
子
の
演
奏
、

地
元
幼
稚
園
児
に
よ
る
鼓
笛
隊

演
奏
、
刑
務
所
職
員
に
よ
る
バ

ン
ド
演
奏
、
歌
手
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
多
数
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

◆
日
時　

　

11
月
23
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所　

　

黒
羽
刑
務
所

　

（
栃
木
県
大
田
原
市
寒
井

　

１
４
６
６
―

１
２
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
刑
務
所　

　

☎
０
２
８
７（
５
４
）１
１
９
８

　

Ｓ
Ｍ
Ｃ
（
株
）
高
田
芳
行
会

長
の
寄
附
に
よ
り
創
設
し
た

「
高
田
基
金
」
を
運
用
し
、
実

施
し
て
い
る
「
矢
祭
若
鮎
チ
ャ

レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
奨
学

助
成
金
制
度
の
収
入
額
を
所
得

額
に
改
正
し
ま
し
た
の
で
申
請

を
11
月
か
ら
再
受
付
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
内
の
生
徒

の
勉
学
の
奨
励
と
学
力
向
上
を

図
る
た
め
学
校
教
育
法
に
基
づ

く
大
学
・
専
修
学
校
・
短
期
大

学
へ
進
学
す
る
生
徒
に
奨
学
助

成
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

◆
助
成
対
象
者

　

大
学
等
に
入
学
し
た
生
徒
の

保
護
者
で
次
に
該
当
す
る
方
で

す
。

１
．
矢
祭
町
に
引
き
続
き
１
年

　

以
上
居
住
す
る
者
で
あ
る
こ

　

と
２
．
世
帯
全
員
の
前
年
の
所
得

　

額
が
３
５
０
万
円
未
満
で
あ

　

る
こ
と

３
．
世
帯
全
員
が
町
税
等
を
滞

　

納
し
て
い
な
い
こ
と

◆
助
成
金

　

入
学
時
１
回
限
り
20
万
円
と

し
、
支
給
を
受
け
る
人
員
は
10

名
を
限
度
と
し
ま
す
。
申
請
者

が
10
名
を
越
え
た
場
合
は
世
帯

収
入
の
低
い
順
か
ら
と
し
ま

す
。

◆
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
場

　

合

　

入
学
後
６
ヶ
月
を
経
過
し
た

後
に
、
次
の
書
類
を
教
育
委
員

会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
奨
学
助
成
金
交
付
申
請
書

２
．
入
学
後
６
ヶ
月
を
経
過
し

　

た
以
降
の
在
学
証
明
書

３
．
世
帯
全
員
の
前
年
の
所
得

　

額
を
証
明
で
き
る
書
類

４
．
世
帯
全
員
の
納
税
証
明
書

◆
提
出
期
限

　

平
成
25
年
11
月
29
日（
金
）

※
申
請
書
は
町
教
育
委
員
会
教

　

育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
に

　

あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

矢
祭
町
教
育
委
員
会
教
育
課

　

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
４
７（
４
６
）４
５
８
０

　

福
島
県
在
宅
歯
科
医
療
連
携

室
で
は
、
訪
問
歯
科
診
療
を
行

う
歯
科
医
院
の
紹
介
や
質
問
・

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
訪
問

歯
科
診
療
と
は
、
歯
科
医
院
へ

の
通
院
が
困
難
な
方
の
も
と
へ

歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
が

伺
っ
て
、
治
療
や
口
腔
ケ
ア
を

行
う
も
の
で
す
。

◆
利
用
で
き
る
方　

①
寝
た
き
り
な
ど
に
よ
り
通
院

　

が
困
難
で
、
在
宅
で
の
歯
科

　

治
療
を
希
望
す
る
方

②
病
気
や
け
が
の
治
療
・
リ
ハ

　

ビ
リ
な
ど
に
よ
り
入
院
中
の

　

方
③
介
護
施
設
等
に
入
所
中
の
方

　

な
ど

◆
治
療
費

　

訪
問
歯
科
診
療
は
医
療
保
険

　

が
適
用
に
な
り
、
通
常
の
自

　

己
負
担
と
同
様
の
取
扱
い
で

　

す
。
（
た
だ
し
、
「
歯
科
訪
問

　

診
療
料
」
等
の
料
金
が
発
生

　

し
ま
す
。）

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
在
宅
歯
科
医
療
連
携

　

室（
福
島
県
歯
科
医
師
会
内
）

　

☎
０
２
４（
５
２
３
）３
２
６
８

　

（
受
付
時
間　

平
日　

午
前

　

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

　

福
島
県
で
は
、
原
子
力
損
害

賠
償
に
つ
い
て
弁
護
士
に
よ
る

巡
回
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
請

求
手
続
き
に
お
け
る
不
明
な
点

な
ど
、
ど
な
た
で
も
相
談
い
た

だ
け
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
30
分
で
す
。
た

だ
し
、
事
前
に
予
約
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

◆
実
施
日
時

　

11
月
７
日（
木
）
、11
月
15
日

　

（
金
）、
11
月
21
日（
木
）、12
月

　

５
日
、12
月
12
日
、12
月
19
日

※
全
日
、
午
後
１
時
〜
午
後
３

　

時
50
分

◆
予
約
受
付
電
話

　

☎
０
２
４（
５
２
３
）１
５
０
１

※
電
話
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

◆
実
施
場
所

　

白
河
商
工
会
議
所

　

「
２
階
交
流
室
」

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局

　

☎
０
２
４
８（
２
３
）１
５
２
４

第
30
回
黒
羽
矯
正
展
開
催

大
学
等
奨
学
助
成
金
希
望

者
を
募
集
し
ま
す

福
島
県
在
宅
歯
科
医
療
連

携
室
の
ご
案
内

原
子
力
損
害
賠
償
に
関
す

る
法
律
相
談
開
催

文
化
財
発
掘
に
伴
う
協
力

に
つ
い
て

平
成
26
年
度
矢
祭
町
職
員

再
募
集
の
お
知
ら
せ

「消すまでは　心の警報　ＯＮのまま」
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第５回定例会
９月９日～１３日

平
成
24
年
度
一
般
会
計

　

外
８
特
別
会
計
決
算
を
認
定
！

　

９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
９
日
か
ら
13
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初

日
は
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
会
計
管
理
者
、
担
当
課
長
か

ら
議
案
の
内
容
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
議
案
調
査
の
た
め
休
会
。
３
日
目
、
４
日
目
は
一
般
質
問
で
議
員
７
名
が

登
壇
し
町
に
対
し
て
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
目
の
最
終
日
は
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会

計
決
算
認
定
９
件
、
報
告
１
件
、
専
決
処
分
報
告
１
件
、
条
例
の
制
定
１
件
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
６
件
、
平
成
25
年
度
各
会
計
補
正
予
算
９
件
、
人
事
案
件
２
件

が
提
案
さ
れ
、
合
計
29
議
案
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
議

員
提
出
案
件
で
は
、
請
願
２
件
が
採
択
さ
れ
、
追
加
提
案
と
し
て
、
物
品
購
入
契
約
の

締
結
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
意
見
書
３
件
が
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
決
算
審
査
に
つ

い
て
は
、
去
る
８
月
20
日
、
22

日
、
23
日
及
び
26
日
か
ら
30
日

ま
で
の
８
日
間
、
本
町
に
お
い

て
白
石
勝
夫
監
査
委
員
職
務

執
行
者
が
、
地
方
自
治
法
第

２
３
３
条
第
２
項
及
び
同
法
第

２
４
１
条
第
５
項
の
規
定
に
よ

り
、
町
長
よ
り
審
査
に
付
さ
れ

ま
し
た
平
成
24
年
度
矢
祭
町
一

般
会
計
外
８
特
別
会
計
の
決
算

並
び
に
諸
帳
簿
、
証
書
類
及
び

各
基
金
の
運
営
状
況
に
つ
い

て
、
決
算
資
料
あ
る
い
は
毎
月

行
っ
て
い
ま
す
例
月
出
納
検
査

の
資
料
を
参
考
に
、
ま
た
必
要

に
応
じ
て
は
関
係
者
の
説
明
を

受
け
る
な
ど
慎
重
に
審
査
を
し

た
と
こ
ろ
、
各
会
計
と
も
計
数

等
に
誤
り
は
な
く
、
正
確
に
処

理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
本
決
算
は
、
適
正

な
る
も
の
と
認
め
ま
し
た
。

　

基
金
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
に
従
っ
て
適
切
に
且

つ
効
率
的
に
運
用
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

歳
入
決
算
額
は
48
億
９
，
１

７
３
万
６
，
６
２
４
円
と
な
り
、

予
算
現
額
に
対
し
て
１
億
３
，

３
８
０
万
８
，
３
７
６
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
決
算

額
は
46
億
８
，
７
７
１
万
２
，
１

０
３
円
と
な
り
、
予
算
現
額
に

対
し
て
３
億
３
，
７
８
３
万
２
，

８
９
７
円
の
不
用
額
が
生
じ
、

こ
の
内
19
万
円
が
繰
越
明
許
費
、

４
，
１
９
２
万
８
千
円
が
継
続

費
逓
次
繰
越
額
と
し
て
入
っ
て

お
り
、
実
質
的
な
不
用
額
は
２

億
９
，
５
７
１
万
４
，
８
９
７

円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
自
主
財
源
の

町
税
は
本
年
度
末
現
在
に
お
い

て
８
，
４
４
３
万
１
，
８
４
２

円
の
収
入
未
済
額
（
滞
納
額
）

が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
未
収
入

額
の
整
理
は
、
再
三
に
わ
た
り

喚
起
を
促
し
て
き
た
が
現
在
の

マ
ン
ネ
リ
化
し
た
徴
収
体
制
を

検
討
さ
れ
、
実
効
性
の
あ
る
体

制
に
強
化
を
図
ら
れ
収
入
確
保

に
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。

　

収
支
の
状
況
は
、
本
年
度

の
実
質
収
支
額
は
１
億
６
，

１
９
０
万
円
６
千
円
で
前
年
度

の
実
質
収
支
額
を
差
し
引
き
ま

す
と
単
年
度
収
支
額
は
△

８
２
８
万
４
千
円
と
な
り
、
こ

れ
に
基
金
積
立
金
２
億
４
，

２
６
４
万
５
千
円
と
繰
上
償

還
金
３
億
７
，
４
５
４
万
２
千

円

を

加
え

る

と
、

本
年

度

の
実
質
単
年
度
収
支
額
は

６
億
８
９
０
万
３
千
円
の
大
幅

な
黒
字
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

財
政
調
整
積
立
金
の
本
年
度

の
積
立
額
は
２
億
４
，
２
６
４

万
５
千
円
で
取
崩
額
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
本
年
度
末
の
現

在
額
は
26
億
７
６
６
万
７
千
円

と
な
り
ま
す
。

　

町
債
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

発
行
額
は
４
億
５
，
９
４
７
万

５
千
円
で
償
還
額
が
７
億
２
，

３
１
６
万
２
千
円
で
あ
り
本
年

度
末
の
現
在
高
は
37
億
２
，
０

１
３
万
円
と
な
り
、
前
年
度
末

よ
り
も
２
億
６
，
３
６
８
万
７

千
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は

国
保
税
の
収
入
未
済
額
が
９
，

５
８
８
万
８
，
０
０
９
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
国
保

事
業
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
上

か
ら
も
、収
入
未
済
額
（
滞
納
額
）

の
徴
収
に
は
、
な
お
、
一
層
の

努
力
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
そ
の
外
７
特
別
会
計

は
、
そ
れ
ぞ
れ
剰
余
金
が
生
じ

て
決
算
を
了
し
、関
係
諸
帳
簿
・

証
書
類
等
の
整
理
・
保
管
に
つ

い
て
は
良
好
な
状
態
に
あ
り
ま

す
。

　　

法
律
に
基
づ
き
市
町
村
で
は
、

毎
年
度
決
算
の
た
び
４
つ
の
健

全
化
判
断
比
率
の
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
の
決

算
で
は
、
実
質
、
連
結
実
質
赤

字
比
率
と
も
に
黒
字
で
赤
字
額

は
発
生
し
ま
せ
ん
。　
　
　
　

　
　

　

実
質
公
債
比
率
、
将
来
負
担

比
率
は
健
全
化
判
断
基
準
を
下

回
り
良
好
な
財
政
の
健
全
化
が

図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
矢
祭
町
財
政
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
の
審
査
に
つ
い
て
も
適
正

に
作
成
さ
れ
て
お
り
意
見
書
を

提
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
当
局
の
日
頃
の
ご
精
励
に

敬
意
を
表
し
審
査
報
告
と
い
た

し
ま
す
。
（
要
旨
）

監
査
委
員
職
務
執
行
者

　
　
　
　
　

白　

石　

勝　

夫

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
（
議
案

第
74
号
）

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
（
議
案
第
75
号
）

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
（
議
案
第
76
号
）

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
（
議
案
第
77
号
）

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
（
議
案
第
78
号
）

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
（
議
案
第
79
号
）

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
（
議
案
第
80
号
）

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
（
議
案
第
81
号
）

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
（
議
案
第
82
号
）

※
議
案
第
74
号
か
ら
議
案
第
82

号
は
、
去
る
８
月
20
日
、
22
日
、

23
日
及
び
26
日
か
ら
30
日
ま
で

の
８
日
間
に
わ
た
り
、
監
査
委

員
職
務
執
行
者
の
審
査
に
付
し

ま
し
た
。

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
財
政
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
に
つ
い
て
（
報
告
第
３
号
）

　

自
治
体
の
財
政
破
綻
を
未
然

に
防
ぐ
と
と
も
に
、
悪
化
し
た

団
体
に
対
し
て
早
期
に
健
全
を

促
す
た
め
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
健
全
化
判
断
比
率
と

し
て
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比

率
及
び
将
来
負
担
比
率
の
４
つ

の
指
標
と
公
営
企
業
会
計
の
資

金
不
足
比
率
が
平
成
19
年
度
決

算
よ
り
議
会
へ
の
報
告
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
同
法

第
３
条
第
１
項
及
び
同
法
第
22

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
監
査

委
員
の
意
見
を
付
し
て
議
会
に

報
告
す
る
も
の
で
す
。
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特

別

会

計

一

般

会

計

財
政
健
全
化

　
　

判
断
比
率
は
良
好

決

算

認

定

報
　

　

告

報　
　
　

告

平成24年度 会計別決算状況
（単位：千円） 　 

会　　計　　名 歳 入 額 歳 出 額

一　 般　 会　 計 4,891,736 4,687,712

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康 保 険 822,550 764,770

水 道 事 業 124,354 103,975

工 場 団 地 造 成 事 業 7,534 1,501

宅 地 造 成 事 業 10,940 1,947

農業集落排水処理事業 30,462 27,635

介 護 保 険 529,372 491,094

後期高齢者医療保険 132,186 131,682

霊 園 事 業 753 270



26広報やまつりＨ25．1127 広報やまつりＨ25．11

◎
矢
祭
町
そ
ば
等
の
生
産
設
備

の
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
の

制
定
（
議
案
第
84
号
）

　

新
た
に
そ
ば
等
の
生
産
設
備

を
購
入
し
管
理
運
営
し
て
い
く

た
め
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

◎
矢
祭
町
長
等
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
85
号
）

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
敷
地
問
題

及
び
道
路
災
害
復
旧
工
事
に
係

る
入
札
問
題
で
、
自
ら
を
律
す

る
た
め
に
町
長
給
与
を
減
額
す

る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
86
号
）

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
87
号
）

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
の
給
付
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第
88
号
）

　

福
島
県
重
度
障
が
い
者
支
援

事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
に
準

じ
、
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
議
案
第
89
号
）

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案
第

90
号
）

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
91
号
）

　

平
成
24
年
度
の
繰
越
金
の
確

定
、
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え

に
伴
う
標
準
宅
地
評
価
業
務
委

託
、
税
務
及
び
住
民
基
本
台
帳

シ
ス
テ
ム
移
行
準
備
費
用
、
農

業
施
設
等
補
修
工
事
、
統
合
小

学
校
建
設
に
伴
う
建
物
等
移
転

補
償
費
、
幼
児
用
ス
ク
ー
ル
バ

ス
購
入
費
等
が
補
正
の
主
な
内

容
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
92
号
）

　

平
成
24
年
度
の
繰
越
金
の
確

定
、
人
事
異
動
に
伴
う
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
等
が
補
正
の

主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
93
号
）

　

平
成
24
年
度
の
繰
越
金
の
確

定
、
水
道
施
設
の
修
繕
費
等
が

補
正
の
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
94
号
）

　

平
成
24
年
度
の
繰
越
金
の
確

定
に
よ
る
補
正
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
95
号
）

　

平
成
24
年
度
の
繰
越
金
の
確

定
に
よ
る
補
正
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
96
号
）

　

平
成
24
年
度
の
繰
越
金
の
確

定
に
よ
る
補
正
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
97
号
）

　

平
成
24
年
度
の
繰
越
金
の
確

定
、
介
護
給
付
サ
ー
ビ
ス
費
が

補
正
の
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
98
号
）

　

平
成
24
年
度
の
繰
越
金
の
確

定
に
よ
る
補
正
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
99
号
）

　

平
成
24
年
度
の
繰
越
金
の
確

定
に
よ
る
補
正
で
す
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
議
案
第
１
０
０
号
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

全
会
一
致
で
、
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
監
査
委
員
の
選
任
（
議
案
第

１
０
１
号
）

　

地
方
自
治
法
第
１
９
６
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

賛
成
多
数
で
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
物
品
購
入
契
約
の
締
結
（
議

案
第
１
０
２
号
）

　

そ
ば
・
大
豆
生
産
設
備
類
の

普
通
型
コ
ン
バ
イ
ン
、
そ
ば
製

粉
用
設
備
一
式
購
入
に
つ
い
て

物
品
購
入
契
約
を
締
結
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１

項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第

２
条
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
審
査
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
国
に
対
し
消
費
税
増
税
中
止

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
請
願

請
願
者

東
石
民
主
商
工
会

　
　

会
長　

熊　

井　

利　

治

紹
介
議
員　

廣　

野　

吉　

雄

審
査
結
果　
　

採　
　

択

○
東
京
電
力
㈱
か
ら
支
払
を
受

け
る
賠
償
金
を
非
課
税
と
す
る

よ
う
国
に
働
き
か
け
る
こ
と
に

つ
い
て

請
願
者

東
石
民
主
商
工
会

　
　

会
長　

熊　

井　

利　

治

紹
介
議
員　

廣　

野　

吉　

雄

審
査
結
果　

不　
　

採　
　

択

○
非
常
事
態
と
な
っ
て
い
る
福

島
第
一
原
発
の
汚
染
水
問
題
に

つ
い
て
国
が
全
面
的
に
責
任
を

持
つ
体
制
の
確
立
を
求
め
る
意

見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

請
願
者

矢
祭
町
大
字
小
田
川
字
中
山
27

番
地
76

　
　
　
　
　

大　

森　

泰　

幸

紹
介
議
員　

廣　

野　

吉　

雄

審
査
結
果　

採　
　

択

　

下
石
井
区
菊
池
貞
幸
区
長
外

役
員
よ
り
次
の
陳
情
が
あ
り
ま

し
た
。

○
下
石
井
多
目
的
共
同
利
用
施

設
遊
具
場
屋
外
便
所
（
水
洗
便

所
）
新
設
に
つ
い
て
の
陳
情

　

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進

議
員
連
盟
板
垣
一
徳
会
長
よ
り

次
の
陳
情
が
あ
り
ま
し
た
。

○
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球

温
暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方
の

財
源
確
保
の
た
め
の
意
見
書
採

択
に
関
す
る
陳
情

　

小
田
川
字
中
山
27
番
地
76
、

大
森
泰
幸
さ
ん
よ
り
次
の
陳
情

が
あ
り
ま
し
た
。

○
保
護
者
と
教
職
員
の
切
実
な

声
を
反
映
し
、
矢
祭
町
の
よ
さ

を
生
か
し
た
地
域
に
根
ざ
す
学

校
づ
く
り
を
求
め
る
陳
情

○
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す

る
意
見
書
（
発
議
第
６
号
）

○
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る

意
見
書
（
発
議
第
７
号
）

○
非
常
事
態
と
な
っ
て
い
る
福

島
第
一
原
発
の
汚
染
水
問
題
に

つ
い
て
国
が
全
面
的
に
責
任
を

持
つ
体
制
の
確
立
を
求
め
る
意

見
書
（
発
議
第
８
号
）

※
可
決
し
た
意
見
書
３
件
を
政

府
関
係
機
関
に
対
し
送
付
し
ま

し
た
。

○
矢
祭
町
長
の
辞
職
勧
告
決
議

（
発
議
第
９
号
）

※
賛
成
少
数
で
決
議
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

◎
専
決
第
７
号　

専
決
処
分
報

告
（
議
案
第
83
号
）

　

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区

域
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
地

方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、
矢
祭
町
復
興

産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
を
専
決
処
分

し
ま
し
た
の
で
、
同
条
第
３
項

の
規
定
に
よ
り
報
告
し
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

条　
　

例

補

正

予

算

平成25年度各会計別予算補正状況（９月第５回定例会）
 （単位：千円）　

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一　 般　 会　 計 3,668,342 79,530 3,747,872

特　
　

別　
　

会　
　

計　

国 民 健 康 保 険 772,333 5,770 778,103

水 道 事 業 143,200 11,160 154,360

工場団地造成事業 5,998 36 6,034

宅 地 造 成 事 業 14,022 472 14,494

農業集落排水処理事業 28,500 1,593 30,093

介 護 保 険 498,940 28,835 527,775

後期高齢者医療保険 126,471 493 126,964

霊 園 事 業 770 426 1,196

人

事

案

件

教
育
委
員
会
委
員
に

片

野

宗

和

氏

※任期は平成25年10月
　１日から平成29年９
　月30日まで

監
査
委
員
に

鈴

木

一

徳

氏

請　

願
・
陳　

情

請　
　
　

願

陳　
　
　

情

議
員
提
出
議
案

意　

見　

書

決　
　
　

議

成平4 度　基金決算状況
（単位：円）　　

基　　　金　　　名 平成24年度末現在高

矢 祭 町 土 地 開 発 基 金 99,733,628

矢祭町ふるさと水と土保全基金 10,379,857

矢 祭 町 福 祉 基 金 63,860,650

矢 祭 町 減 債 基 金 155,609,490

矢祭町 21・ふるさと人づくり基金 124,143,415

矢 祭 町 ふ る さ と づ く り 基 金 4,418,346

矢 祭 町 地 域 振 興 基 金 63,782

矢 祭 町 学 校 基 金 1,910,835

矢 祭 町 高 田 基 金 102,081,336

矢祭もったいない図書館基金 1,136,664

矢 祭 町 復 興 基 金 積 立 金 175,801,000

矢 祭 町 財 政 調 整 基 金 2,607,666,879

国民健康保険給付費支払準備基金 4,187,639

国民健康保険出産費資金貸付基金 3,517,233

霊 園 管 理 運 営 基 金 115,028

矢祭町介護保険財政安定化基金特例 1,210,000

矢祭町東日本大震災復興交付金基金 141,139,190

合　　　　　　　　　計 3,469,974,972
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今
回
の
町
長
の
給
与
月
額

30
％
減
額
、
６
ヶ
月
と
い
う
の

は
、
町
民
に
納
得
が
で
き
る
処

分
と
考
え
て
提
案
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
点
を
伺
い
ま

す
。

　
　

町
長

　

事
務
方
の
ミ
ス
に
よ
る
上
司

の
責
任
の
取
り
方
、
今
回
最
大

限
譲
っ
て
30
％
、
６
ヶ
月
と
い

う
の
が
妥
当
か
な
と
。
今
回
条

例
に
上
程
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
　

金
銭
的
に
は
そ
う
い
う
責

任
の
取
り
方
が
あ
る
が
、
金
銭

で
な
い
責
任
も
あ
る
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
見
解
を
伺
い
ま

す
。

　
　

町
長

　

首
長
の
責
任
の
取
り
方
は
、

減
給
か
辞
職
か
ど
ち
ら
か
だ
と

思
い
ま
す
。

　
　

今
後
は
再
発
防
止
の
関
係

を
ち
ゃ
ん
と
や
る
と
か
、
二
度

と
起
こ
さ
な
い
、
町
政
を
し
っ

か
り
し
て
い
く
と
い
う
の
が
責

任
の
取
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
言
う
こ
と
を
や
っ
ぱ
り

言
っ
て
欲
し
か
っ
た
。
こ
れ
は

残
念
で
あ
り
ま
す
。

　
　

郡
内
足
並
み
を
揃
え
て
や

る
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
検
討
結
果

と
、
経
過
を
報
告
願
い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

６
月
定
例
議
会
で
風
疹
ワ
ク

チ
ン
の
助
成
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
郡
内
４
町
村
足
並

み
を
揃
え
て
実
施
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
今
回
補
正
予
算
に

計
上
さ
れ
、
25
年
４
月
１
日
に

遡
及
し
て
25
年
度
事
業
で
助
成

を
す
る
方
向
で
す
。

　
　

25
年
４
月
１
日
に
遡
及
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ど
の

程
度
に
な
る
か
わ
か
り
ま
す

か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
人
数
に
つ
い

て
は
、
２
０
０
人
前
後
と
い
う

こ
と
で
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

特
養
ホ
ー
ム
、
そ
の
他
の

施
設
へ
の
待
機
者
は
、
把
握
さ

れ
て
る
か
、
伺
い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

施
設
を
重
複
し
て
希
望
し
て

い
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が

１
０
０
人
前
後
、
町
内
の
方
は

３
分
の
１
、
も
し
く
は
半
分
く

ら
い
の
数
字
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
　

東
館
駅
の
階
段
、
高
齢
者

の
方
は
大
変
だ
と
い
う
こ
と

で
、
階
段
を
解
消
す
る
対
策
を

矢
祭
か
ら
発
信
し
て
は
ど
う

か
。

　
　

町
長

　

利
用
率
を
考
え
ま
す
と
、
町

と
し
て
投
資
す
る
の
は
難
し
い

と
、
判
断
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

水
郡
線
の
活
性
化
協
議
会
、

福
島
県
の
鉄
道
活
性
化
協
議

会
が
あ
り
、
今
年
の
協
議
会

の
中
で
話
は
し
て
お
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
協
議
会
の
中

で
要
望
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　

タ
ク
シ
ー
利
用
の
補
助
券

を
是
非
決
断
し
て
い
た
だ
き
、

敬
老
会
の
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
、
町
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　
　

町
長

　

タ
ク
シ
ー
の
補
助
券
等
は
、

来
年
度
以
降
で
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　

26
年
４
月
か
ら
開
園
す
る

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
運
営
と
職

員
の
人
数
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　

教
育
課
長

　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
の
名
称

で
０
か
ら
２
歳
を
保
育
部
、
３

歳
か
ら
５
歳
を
幼
児
教
育
部
で

保
育
す
る
こ
と
と
な
り
、
幼
保

一
体
の
施
設
と
し
て
運
営
い
た

し
ま
す
。
職
員
は
、
園
長
、
副

園
長
を
置
き
、
教
諭
・
保
育
士

は
法
令
に
従
っ
て
必
要
な
人
数

を
配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

規
定
で
は
、
幼
稚
園
の
場

合
１
学
級
35
人
の
場
合
は
あ
り

ま
す
が
、
保
育
所
の
３
歳
児
に

つ
い
て
は
、
20
人
に
つ
き
１
人

の
職
員
の
充
足
を
満
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
条
件
が

あ
る
と
思
い
ま
す
、
ど
う
考
え

ま
す
か
。

　
　

町
長

　

幼
稚
園
の
場
合
30
人
定
員
、

１
人
の
教
員
で
30
人
み
ら
れ
る

と
言
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

現
在
、
実
務
担
当
者
で
協
議
を

し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
の

で
、
意
見
等
を
踏
ま
え
検
討
し

ま
す
。

　
　

養
護
教
諭
を
設
置
す
る
意

向
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

町
長

　

募
集
は
締
め
切
り
ま
し
た

が
、
受
験
者
の
中
に
資
格
者
が

お
り
ま
す
。

　
　

現
在
の
職
員
、
運
営
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
課
長

図
書
館
長
を
含
め
10
名
で
運
営

し
て
い
ま
す
。

　
　

運
営
委
員
の
中
に
司
書
は

お
り
ま
す
か
。

　
　

教
育
課
長

　

委
員
は
10
名
の
中
に
司
書
の

資
格
を
持
っ
て
い
る
方
は
２
名

お
り
ま
す
。

　
　

専
任
の
司
書
を
設
置
す
る

考
え
は
あ
り
ま
す
か
、
伺
い
ま

す
。

　
　

町
長

　

現
在
、
運
営
に
携
わ
っ
て
い

る
２
名
の
司
書
で
対
応
で
き
る

も
の
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

先
の
議
会
で
３
本
の
柱
を

立
て
た
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

環
境
整
備
事
業
で
あ
り
ま
す

が
、
友
情
の
森
防
犯
灯
修
繕
に

つ
き
ま
し
て
は
終
了
し
ま
し
た
。

舘
山
ラ
ン
ド
内
遊
具
の
修
繕
に

つ
き
ま
し
て
は
地
面
の
土
固
め

が
終
り
ま
し
た
の
で
遊
具
の

清
掃
の
発
注
を
行
う
段
階
で
す
。

そ
の
他
に
つ
き
ま
し
て
は
26
年

度
ま
で
の
実
施
を
目
指
し
調
整

を
進
め
て
い
る
状
況
で
す
。

　

観
光
誘
客
事
業
で
あ
り
ま
す

が
、
地
産
地
消
メ
ニ
ュ
ー
を
組

み
込
ん
だ
宿
泊
助
成
は
希
望
の

あ
っ
た
２
業
者
の
交
付
金
等
申

請
を
待
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

や
ま
つ
り
元
気
祭
り
は
実
施
が

決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ッ
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
で

あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
工
芸
品

の
開
発
、
地
産
地
消
メ
ニ
ュ
ー

の
開
発
事
業
が
現
時
点
で
着
手

し
て
お
り
ま
す
。

　
　

矢
祭
町
は
観
光
地
で
あ
る

の
に
駅
に
案
内
が
な
い
、
案
内

図
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

駅
に
看
板
が
無
い
こ
と
は
、

そ
の
と
お
り
で
す
。
現
在
の
案

内
体
制
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に

つ
い
て
は
担
当
グ
ル
ー
プ
で

行
っ
て
お
り
、
他
に
矢
祭
山
周

辺
に
は
観
光
案
内
施
設
が
あ

り
、
ま
た
民
間
の
商
店
で
も
案

内
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　

決
算
書
が
で
き
て
い
な
い

時
点
で
決
算
審
査
を
受
け
た
と

言
う
こ
と
だ
が
、
そ
う
言
う
こ

と
が
あ
り
得
る
の
か
、
事
務
手

続
き
上
問
題
は
な
い
か
伺
い
ま

す
。

　
　

町
長

　

数
字
は
把
握
し
て
提
出
し
た

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
後
部
分
的
に
間
違
い
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、修
正
し
ま
し
た
。

　
　

決
算
審
査
の
指
摘
改
善

事
項
に
お
い
て
実
質
収
支
額

△
４
０
０
万
円
を
１
億
６
，

０
０
０
万
円
に
訂
正
し
た
が
最

終
的
に
決
裁
し
た
の
は
ど
な
た

な
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

私
が
押
印
し
て
い
ま
す
。

　
　

土
地
所
有
者
の
承
諾
を
い

た
だ
い
て
か
ら
計
画
図
を
作
る

と
言
う
こ
と
で
あ
る
が
、
計
画

図
を
作
成
し
用
地
交
渉
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

　
　

町
長

　

反
対
す
る
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
辺
と
言

う
数
字
で
表
し
て
い
ま
す
。

　
　

公
共
事
業
は
必
要
最
小
限

に
収
め
る
べ
き
と
考
え
て
い
る

が
、
計
画
位
置
が
決
ま
ら
な
け

れ
ば
必
要
な
面
積
が
決
定
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

町
長　

　

９
月
号
の
広
報
に
概
略
図
で

は
あ
る
が
示
し
て
い
ま
す
。

　
　

９
月
号
広
報
と
昨
日
の
夕

刊
や
ま
つ
り
で
は
校
舎
の
位

置
、形
等
、
内
容
が
大
き
く
違
っ

て
い
る
が
何
故
な
の
か
伺
い
ま

す
。

　
　

教
育
長　

　

広
報
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

は
、
大
体
の
配
置
で
、
大
ま
か

な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
夕
刊
は

全
体
が
２
・
５
ha
だ
と
こ
の
よ

う
な
配
置
が
可
能
で
あ
る
と
言

う
こ
と
で
、
検
討
中
の
も
の
が

載
っ
た
わ
け
で
、
決
定
し
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

周
知
だ
け
で
な
く
町
民
の

意
見
を
広
く
聞
く
と
約
束
し
て

い
る
が
、
間
違
い
な
い
か
伺
い

ま
す
。

　
　

教
育
長　

　

町
、
教
育
委
員
会
の
方
針
、

町
民
、
保
護
者
の
思
い
を
勘
案

し
な
が
ら
建
設
開
校
に
向
け
て

進
め
る
の
は
当
然
で
、
町
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
も
兼
ね
、
入
学
式
、

卒
業
式
等
の
式
典
や
講
演
会
、

軽
運
動
も
で
き
る
広
さ
と
聞
い

て
い
る
が
そ
の
面
積
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
課
長　

　

大
体
、
４
８
０
㎡
を
見
て
い

ま
す
。

　
　

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
入
学

式
、
卒
業
式
、
軽
運
動
等
を
行

う
と
言
う
こ
と
に
対
し
、
衛
生

上
問
題
は
な
い
の
か
伺
い
ま

す
。

　
　

教
育
長　

　

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
準
備
委
員
会

で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　

体
育
館
に
ス
テ
ー
ジ
を
設

け
な
い
と
の
事
で
あ
る
が
、
何

故
設
け
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
長　

　

体
育
館
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
が

必
要
で
は
と
の
意
見
が
出
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
検
討

を
進
め
、
皆
さ
ん
の
要
望
に
応

問

問

問問問

問

問

問

問

問

問

答

答 答

問答

答

答答

答答答

答答答答

問

質
問　

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

問 問

問

問

質
問　

も
っ
た
い
な
い
図
書
館

の
運
営
に
つ
い
て

問質
問　

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
事

業
に
つ
い
て

質
問　

矢
祭
山
及
び
観
光
資
源

の
案
内
に
つ
い
て

鈴木一徳議員

一
般
・
教
育
・
防
災
行
政

質
問　

町
政
執
行
に
係
る
責

任
に
つ
い
て

問質
問　

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ

い
て

問

問

廣野吉雄議員

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

　

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
11
日
と
12
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、
、

７
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま

し
た
。

教
育
・
一
般
行
政

質
問　

町
長
の
責
任
に
つ
い
て

問

問質
問　

風
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
の
補
助
に
つ
い
て

問

郡司浩子議員

一
般
・
教
育
・

　

経
済
・
建
設
行
政

質
問　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問

答

答

答答答

答答

答

答答答
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え
ら
れ
る
体
育
館
の
構
造
を
考

え
ま
す
。教
育
委
員
会
の
方
針
、

町
民
、
保
護
者
の
思
い
を
勘
案

し
な
が
ら
建
設
開
校
に
向
け
て

進
め
る
の
は
当
然
で
、
町
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

工
事
期
間
中
の
東
舘
小
学

校
を
関
岡
小
学
校
に
一
時
統
合

さ
せ
て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

２
校
統
合
と
な
り
ま
す
と
、

ま
た
そ
の
後
２
段
階
の
統
合
に

な
り
ま
す
の
で
、
検
討
委
員
会

で
は
現
在
の
校
舎
を
使
用
す
る

と
言
う
結
論
に
達
し
た
よ
う
で

す
。

　
　

町
を
混
乱
さ
せ
た
責
任
の

取
り
方
が
少
な
い
と
、
町
民
か

ら
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

事
務
方
の
ミ
ス
の
責
任
の
取

り
方
と
し
て
は
、
県
内
の
例
を

見
れ
ば
、
最
大
限
の
譲
歩
で
は

な
い
か
と
、
そ
の
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　
　

２
つ
の
特
別
委
員
会
で
結

論
が
出
た
が
、
法
に
違
反
す
る

行
為
は
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
の

か
伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

報
告
書
の
中
身
は
見
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
経
過
の
中

で
指
摘
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て

は
真
摯
に
受
け
止
め
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
何
件
と
か
は
自
分

と
し
て
は
全
て
整
理
さ
れ
て
い

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

広
報
「
や
ま
つ
り
」
９
月

号
に
掲
載
さ
れ
た
避
難
場
所

19
ヶ
所
で
避
難
場
所
と
し
て
適

し
て
い
る
の
は
全
部
で
す
か
伺

い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

避
難
場
所
と
し
て
、
例
え
ば

段
差
が
多
か
っ
た
り
、
洋
式
ト

イ
レ
が
な
か
っ
た
、
そ
う
言
う

避
難
場
所
は
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。

　
　

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
回
復

交
付
金
は
地
域
住
民
の
要
望
を

聞
き
な
が
ら
使
用
す
る
と
前
に

回
答
が
あ
っ
た
が
、
守
ら
れ
て

い
る
の
か
。
矢
祭
山
の
観
光
地

整
備
は
行
き
届
い
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

矢
祭
山
は
事
業
課
職
員
が
見

回
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
耳
を
傾
け
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
部
分
が
あ
る
と
言

う
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

真
摯
に
受
け
止
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
　

日
中
だ
け
使
用
可
能
な
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
は
誘
客
に
限
度

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ス
イ

ン
ピ
ア
も
指
導
者
と
受
講
生
を

一
緒
に
募
集
し
、
低
料
金
で
開

放
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　

教
育
長

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
振
興
公
社

の
管
理
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

中
学
校
に
は
、
当
然
使
用
料
を

減
免
し
、
一
部
で
は
あ
り
ま
す

が
補
助
も
し
て
お
り
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
と
連
携
す
る

と
人
も
集
ま
っ
て
く
る
の
で
は

と
言
う
考
え
は
持
っ
て
お
り
ま

す
が
、
指
導
者
の
資
格
を
持
っ

て
い
な
い
と
い
ろ
い
ろ
課
題
も

出
て
き
ま
す
。
指
導
者
を
見
つ

け
る
こ
と
は
、
現
在
難
し
い
状

況
で
あ
り
ま
す
が
、
ご
指
摘
の

よ
う
に
指
導
者
を
見
つ
け
て
連

携
を
図
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
行
事

が
で
き
る
と
良
い
の
か
と
考
え

ま
す
。

　
　

四
次
計
画
で
は
基
本
構

想
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
の

３
層
で
構
成
し
ま
す
と
し
て
い

ま
す
が
、
統
合
小
学
校
計
画
は

３
層
構
成
に
沿
っ
て
い
ま
す

か
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
風
土
を
取

り
入
れ
る
、
環
境
、
照
明
も
専

門
家
が
プ
ラ
ン
を
出
し
て
作
り

上
げ
る
べ
き
で
、
遅
れ
て
も
許

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

町
長

　

い
い
提
案
だ
と
は
思
い
ま

す
。
し
か
し
開
校
年
度
の
目
標

を
作
る
こ
と
は
大
事
で
、
延
ば

せ
ば
気
に
緩
み
が
出
て
後
回
し

に
す
る
。
し
っ
か
り
対
応
し
て

い
く
よ
う
現
在
進
め
て
い
る
の

で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

町
道
道
清
西
線
が
一
部
改

良
さ
れ
ま
し
た
が
、
残
区
間
に
は

老
朽
化
し
た
橋
が
あ
る
が
今
後
の

改
良
予
定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

一
部
改
良
い
た
し
ま
し
た
の

は
、
国
道
３
４
９
号
と
の
接
点

部
分
の
排
水
路
が
道
路
勾
配
と

逆
に
な
っ
て
お
り
大
き
な
水
溜

り
が
出
来
る
の
を
解
消
す
る
た

め
に
行
い
ま
し
た
。
残
区
間
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
概
ね

良
好
な
状
態
と
把
握
、
確
認
し

て
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

現
地
を
見
て
い
な
い
の
で
正

確
な
話
し
は
出
来
ま
せ
ん
が
、

危
険
箇
所
、
交
通
に
支
障
が
あ

る
場
合
は
担
当
課
に
お
い
て
精

査
さ
せ
ま
す
。

　
　

滝
川
開
発
期
成
同
盟
会
が

県
に
陳
情
を
行
っ
た
内
容
と
結

果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

県
南
建
設
事
務
所
に
陳
情
を

行
っ
た
後
、
県
知
事
と
土
木
部

長
に
陳
情
し
ま
し
た
。
結
果
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
３
つ
の

工
区
に
分
か
れ
て
整
備
が
進
ん

で
お
り
、
予
算
も
前
向
き
に
付

け
る
と
言
う
こ
と
で
、
順
調
に

進
ん
で
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

現
在
の
第
１
工
区
は
26
年
度

で
完
成
さ
せ
る
と
県
南
建
設
事

務
所
長
か
ら
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
県
知
事
か
ら
も

担
当
課
へ
言
葉
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
非
常
に
有
望
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　

ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持

ち
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

今
回
の
給
与
削
減
措
置
は
実

施
し
な
い
と
県
に
回
答
し
て
い

ま
す
。
平
成
15
年
８
月
の
機
構

改
革
か
ら
職
員
数
を
退
職
者
不

補
充
に
よ
り
50
人
体
制
と
し
、

現
在
は
退
職
者
補
充
の
み
と

し
、
定
数
よ
り
少
な
い
職
員
数

で
体
制
を
維
持
し
て
お
り
人
件

費
は
大
き
く
削
減
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
　

以
前
は
制
服
だ
っ
た
が
、

い
つ
か
ら
私
服
に
な
っ
た
か
、

本
当
に
役
場
職
員
な
の
か
な
と

言
う
よ
う
な
服
装
の
人
も
何
人

か
い
る
制
服
に
す
る
考
え
は
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

平
成
19
年
９
月
ま
で
は
、
町

の
服
の
貸
与
規
定
に
よ
り
支
給

し
て
い
ま
し
た
。

　
　

町
長

　

独
立
独
歩
の
行
政
を
進
め
る

と
言
う
こ
と
で
、
経
費
削
減
の

た
め
に
廃
止
し
て
お
り
ま
す
。

近
隣
町
村
も
全
て
制
服
の
貸
与

は
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
現

在
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
自
費
で
町
の
指
定
し
た
制

服
を
つ
く
る
こ
と
は
、
職
員
組

合
と
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

今
後
ど
の
よ
う
な
町
政
を

考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

最
大
の
懸
案
事
項
は
統
合
小

学
校
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
推
進
に
全
力
で
当
た
っ
て

ま
い
り
た
い
。
更
に
、
第
四
次

総
合
計
画
の
見
直
し
が
で
き
ま

す
の
で
、
第
四
次
総
合
計
画
に

沿
っ
て
町
政
を
推
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　

予
定
で
は
、
１
工
区
が
26

年
度
完
成
、
２
工
区
が
今
年
度

に
計
画
路
線
の
確
定
、
３
工
区

が
測
量
調
査
と
計
画
さ
れ
て
い

る
が
、
全
線
が
改
良
さ
れ
る
の

は
い
つ
に
な
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

１
工
区
が
５
年
で
完
了
、
残

り
２
工
区
は
10
年
見
る
必
要
が

あ
る
気
は
し
ま
す
が
、
で
き
る

限
り
早
期
開
通
を
県
に
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

現
在
、
計
画
中
の
統
合
小

学
校
の
空
調
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
国
か
ら
求
め
ら
れ
て
お

り
、
新
し
い
公
共
施
設
に
つ
い

て
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
校
舎
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

近
年
、
異
常
気
象
で
夏
は

高
温
に
な
る
が
、
子
ど
も
た
ち

の
生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う
な

空
調
の
計
画
を
し
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

建
て
れ
ば
40
年
以
上
使
用
し

ま
す
の
で
、
後
付
で
な
く
そ
の

よ
う
な
こ
と
も
考
え
て
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
エ
コ
、
省
エ
ネ

対
策
を
考
え
て
対
応
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

全
国
学
力
テ
ス
ト
が
あ
り

ま
す
が
、
本
町
の
小
・
中
学
校

も
行
っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

本
県
も
小
・
中
学
校
と
も
受

験
し
て
い
ま
す
。

　
　

差
し
支
え
な
け
れ
ば
、
結

果
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
願
い
た

い
。

　
　

教
育
長

　

文
科
省
の
方
針
で
、
学
校
別

の
公
表
は
控
え
る
よ
う
に
と
の

こ
と
で
細
か
い
こ
と
は
申
し
上

げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
町
内
の
小

学
校
に
つ
い
て
は
、
全
国
、
県

平
均
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

中
学
校
は
昨
年
と
比
較
し
て
、

全
国
的
に
下
が
っ
た
中
で
平
均

並
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
推
移

し
て
お
り
、
町
の
支
援
員
、
指

導
主
事
の
配
置
が
大
き
く
影
響

し
良
い
結
果
を
も
た
ら
し
て
い

る
と
考
え
ま
す
。

　
　

複
式
学
級
解
消
の
た
め
、

現
在
配
置
し
て
い
る
特
別
講
師

を
統
合
小
学
校
に
な
っ
て
も
学

力
向
上
の
た
め
継
続
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

町
長

　

教
育
委
員
会
と
相
談
し
な
が

ら
、
町
の
子
ど
も
が
よ
り
良
く
、

よ
り
高
き
を
目
指
せ
る
教
育
環

境
を
整
え
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

27
年
に
介
護
保
険
制
度
が

変
わ
る
よ
う
だ
が
、
サ
ー
ビ
ス

低
下
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
取

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

厚
労
省
は
、
要
介
護
者
と
要

支
援
者
を
分
け
て
要
支
援
者
の

サ
ー
ビ
ス
を
市
町
村
が
行
う
案

だ
そ
う
で
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
を

問

問

問問

問

答

答答答

答答

答

答答

質
問　

統
合
小
学
校
、ス
ポ
ー
ツ

振
興
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問問

問

鈴木敏男議員

一
般
・
建
設
行
政

質
問　

大
垬
字
道
清
地
内

道
路
改
良
に
つ
い
て

問

質
問　

国
道
３
４
９
号
バ
イ
パ

ス
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問

質
問　

国
家
公
務
員
に
準
じ
て

行
う
地
方
公
務
員
の
給
与
引
き

下
げ
に
つ
い
て

問

質
問　

町
職
員
の
制
服
着
用
に

つ
い
て

問

質
問　

残
り
一
年
半
、
任
期
中

ど
の
よ
う
な
町
政
を
考
え
て
い

る
か

問

問

藤田玄夫議員

質
問　

国
道
３
４
９
号
下
関
工

区
の
進
捗
に
つ
い
て

教
育
・
建
設
・
一
般
行
政

質
問　

小
学
校
統
合
に
つ
い
て

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問問

質
問　

将
来
の
町
の
あ
る
べ
き

姿
に
つ
い
て

問

問

菊池淳之議員

福
祉
・
農
林
業
・

　

教
育
・
一
般
行
政

質
問　

入
札
偽
装
の
不
祥
事
、

町
民
を
混
乱
さ
せ
た
責
任
に
つ

い
て

質
問　

復
興
事
業
計
画
に
つ
い
て

問

答答答

答 答

答

答答答

答答答

答



　

９
月
11
日
の
一
般
質
問
終
了
後
、
現
在
建
築
し
て
い
る
「
や
ま
つ

り
こ
ど
も
園
」
と
「
統
合
小
学
校
建
設
予
定
地
」
を
視
察
し
、
各
議

員
は
担
当
課
職
員
等
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。
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充
実
さ
せ
な
が
ら
高
齢
者
を

し
っ
か
り
支
え
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

高
齢
者
の
福
祉
に
対
し
、

描
く
理
想
が
あ
れ
ば
伺
い
ま

す
。

　
　

町
長

　

自
宅
で
の
介
護
を
充
実
さ
せ

な
が
ら
、
家
族
の
負
担
が
軽
減

で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
が
今
後
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
　

矢
祭
山
公
園
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

公
園
の
草
刈
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
３
回
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
秋
の
シ
ー
ズ
ン
前
に
３
回

目
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
　

総
合
案
内
施
設
へ
通
じ
る

道
路
は
砂
利
道
で
狭
く
、
夜
間

は
真
っ
暗
に
な
り
ま
す
。
整
備

の
予
定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

町
道
夢
想
滝
線
で
あ
り
ま
す

が
、
共
有
地
は
町
で
借
り
て
お

り
ま
す
が
、
私
有
地
も
あ
る
と

言
う
状
況
で
、
敷
砂
利
程
度
は

可
能
で
あ
り
ま
す
が
、
舗
装
は

難
し
い
気
が
し
ま
す
。

　
　

地
産
地
消
メ
ニ
ュ
ー
を
Ｊ

Ａ
、
振
興
公
社
、
商
工
会
で
開

発
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が

ど
の
よ
う
な
状
況
か
伺
い
ま

す
。

　
　

事
業
課
長

　

地
産
地
消
メ
ニ
ュ
ー
と
言
う

名
前
で
開
発
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
丼
、
麺
類
等
を

念
頭
に
置
い
て
い
ま
す
が
、
各

団
体
と
の
話
し
合
い
で
材
料
を

特
定
し
た
ほ
う
が
分
か
り
や
す

い
、
取
り
組
み
や
す
い
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
各
団

体
と
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所

の
情
報
収
集
の
充
実
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　

町
長　

災
害
時
は
停
電
、

交
通
遮
断
等
の
状
況
も
想
定
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
情
報

収
集
は
、
ラ
ジ
オ
が
一
番
確
実

な
気
が
し
ま
す
。
現
在
は
、
非

常
用
照
明
付
の
ラ
ジ
オ
等
も
あ

り
ま
す
の
で
、
用
意
し
て
置
く

こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
担

当
課
長
に
検
討
さ
せ
ま
す
。

　
　

校
庭
拡
張
の
そ
の
後
の
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

本
年
２
月
８
日
付
で
サ
ッ

カ
ー
部
、
野
球
部
、
陸
上
部
の

各
保
護
者
会
長
か
ら
連
盟
で
、

教
育
委
員
会
あ
て
に
校
庭
の
拡

張
、
充
実
を
お
願
い
し
た
い
と

の
陳
情
が
あ
り
ま
し
た
。
要
望

が
あ
る
と
言
う
こ
と
は
、
ス

ポ
ー
ツ
、
体
力
の
向
上
の
た
め

に
は
必
要
な
施
設
な
の
か
な
と

言
う
気
が
し
ま
す
。
今
後
、
議

会
の
合
意
を
得
て
校
庭
拡
張
の

用
地
交
渉
に
入
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第

４
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
10
月

21
日
か
ら
25
日
ま
で
の
５
日

間
、
鈴
木
一
徳
監
査
委
員
は
財

務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
や
町

の
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理
、

工
事
内
容
と
進
捗
状
況
、
各
学

校
、
町
の
出
先
機
関
の
監
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

◎
監
査
内
容

10
月
21
日
か
ら
23
日

・
町
の
財
産
に
関
す
る
事
務
の

　

執
行

・
町
の
経
営
に
係
る
事
業
の
管

　

理
10
月
24
日

〈
工
事
現
場
進
捗
状
況
・
踏
査
〉

・
平
成
24
年
度
矢
祭
ニ
ュ
ー
タ

　

ウ
ン
法
面
補
強
工
事

・
平
成
24
年
度
や
ま
つ
り
こ
ど

　

も
園
新
築
工
事

・
平
成
24
年
度
町
道
山
崎
・
頭

　

屋
線
改
良
工
事

・
平
成
24
年
度
矢
祭
中
学
校
屋

　

内
運
動
場
屋
根
改
修
工
事

・
平
成
25
年
度
矢
祭
中
学
校
太

　

陽
光
発
電
設
備
等
設
置
工
事

・
平
成
25
年
度
第
１
簡
易
水
道

　

基
幹
改
良
事
業
配
水
管
布
設

　

替
工
事

・
平
成
25
年
度
第
２
簡
易
水
道

　

基
幹
改
良
事
業
配
水
管
布
設

　

替
工
事

・
高
齢
者
活
動
施
設

・
上
野
内
遺
跡
発
掘
調
査

・
防
火
水
槽
水
利
状
況
確
認　

　

（
３
箇
所
関
岡
字
天
神
沢
外
）

10
月
25
日

〈
学
校
及
び
出
先
機
関
〉

・
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
、
ふ
る

　

さ
と
創
生
推
進
セ
ン
タ
ー
、

　

や
ま
つ
り
幼
稚
園
、
矢
祭
中

　

学
校
、
石
井
小
学
校

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
建
築
現
場　

　
　

統
合
小
学
校
用
地
を
視
察

★ 

８
月

５
日　

東
白
川
地
方
町
村
監
査

　
　
　

委
員
協
議
会
総
会
（
棚

　
　
　

倉
町
）

９
日　

平
成
25
年
第
３
回
白
河

　
　
　

広
域
市
町
村
圏
組
合
議

　
　
　

会
臨
時
会
（
白
河
市
ク

　
　
　

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
会
議

　
　
　

室
）

19
日　

東
白
川
防
犯
協
会
連
合

　
　
　

会
定
期
総
会
（
棚
倉
町
）

19
日　

例
月
出
納
検
査

20
日　

決
算
審
査

22
〜
23
日　

決
算
審
査

26
〜
30
日　

決
算
審
査

27
日　

東
白
衛
生
組
合
議
会
監

　
　
　

査
（
塙
町
・
東
白
衛
生

　
　
　

組
合
会
議
室
）

28
日　

福
島
県
町
村
議
会
正
副

　
　
　

議
長
・
事
務
局
長
研
修

　
　
　

会
（
福
島
市
）

★ 

９
月

２
日　

全
員
協
議
会

３
日　

議
会
運
営
委
員
会

４
日　

第
13
回
県
南
支
部
グ
ラ

　
　
　

ン
ド
ゴ
ル
フ
ロ
ー
カ
ル

　
　
　

大
会　

（
町
営
グ
ラ
ン

　
　
　

ド
）

　
　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　

推
薦
委
員
会

５
日　

矢
祭
町
交
通
対
策
協
議

　
　
　

会

９
日　

総
務
常
任
委
員
会

９
〜
13
日　

第
５
回
定
例
会

15
日　

矢
祭
町
敬
老
会
（
ユ
ー

　
　
　

パ
ル
矢
祭
）

20
日　

例
月
出
納
検
査

21
日　

交
通
安
全
祈
願
祭

22
日　

第
42
回
宝
坂
区
民
バ
レ

　
　
　

ー
ボ
ー
ル
大
会

25
日　

矢
祭
町
・
大
子
町
交
通

　
　
　

安
全
合
同
テ
ン
ト
村
（

　
　
　

大
子
町
下
野
宮
）

26
〜
27
日　

東
白
衛
生
組
合
議

　
　
　

会
・
管
理
者
等
先
進
地

　
　
　

視
察
研
修
（
茨
城
県
・

　
　
　

東
京
都
）

28
日　

や
ま
つ
り
幼
稚
園
秋
季

　
　
　

運
動
会

30
日　

百
歳
高
齢
者
賀
寿
等
贈

　
　
　

呈
式

★ 
10
月

４
日　

総
務
常
任
委
員
会

８
〜
９
日　

第
23
回
町
村
監
査

　
　
　

委
員
全
国
研
修
会
（
東

　
　
　

京
都
）

10
日　

第
25
回
市
町
村
対
抗
福

　
　
　

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大

　
　
　

会
矢
祭
町
チ
ー
ム
結
団

　
　
　

式
（
山
村
開
発
セ
ン
タ

　
　
　

ー
）

11
日　

防
犯
協
会
東
舘
支
部
防

　
　
　

犯
パ
レ
ー
ド

　
　
　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
定
例
会
（
棚
倉

　
　
　

町
）

12
日　

は
な
わ
育
成
園
ガ
ー
デ

　
　
　

ン
パ
ー
テ
ィ
（
塙
町
）

13
日　

第
１
回
矢
祭
町
民
親
善

　
　
　

グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

　
　
　

会
（
町
営
グ
ラ
ン
ド
）

17
日　

例
月
出
納
検
査

18
日　

東
白
衛
生
組
合
議
会
第

　
　
　

２
回
定
例
会
（
塙
町
）

20
日　

矢
祭
町
消
防
団
秋
季
検

　
　
　

閲
（
矢
祭
中
学
校
）

21
〜
25
日　

定
期
監
査

26
日　

石
井
小
学
校
学
習
発
表

　
　
　

会

27
日　

ユ
ー
ハ
イ
ム
矢
祭
「
収

　
　
　

穫
祭
」

29
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
員

　
　
　

研
修
会
（
郡
山
市
）

質
問　

中
学
校
の
拡
張
に
つ
い
て

問

議会の動き

◎
定
期
監
査
実
施

統合小学校予定地視察

問

問

緑川裕之議員

質
問　

環
境
地
環
境
整
備
に

つ
い
て

観
光
・
防
災

　

・
産
業
・
教
育
行
政

質
問　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業

に
つ
い
て

質
問　

避
難
所
に
お
け
る

情
報
収
集
に
つ
い
て

問

問問

やまつりこども園視察

答答

答答

答答

定期監査をする監査委員
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　もったいない市場や町内の商店、県外にも、好きな
しょうゆを入れておいしいだししょうゆを作る「旨しょ
うゆの素」やご飯にとてもよく合う「南蛮味噌」など十
数種の加工品を作り、自らも試食販売を行う増子正代さ
ん。「昼間はあちこちに行って試食販売をしているので、
仕込みは夜中になりますね。でも、作るのが好きなので
苦にはならないんです」と加工品作りのお話を聞かせて
いただきました。「新商品だから味見してくださいとお
客さんにお願いすると、正代ちゃんのだから味に間違い
はないわよと言ってくれたお客さんがいたことがうれし
かったですね」とその場に行って売る喜びを素敵な笑顔
で話してくれました。
　今回、ご紹介する一品は「大根のしょうゆ漬け」です。
甘辛でご飯のおかずにはもちろん、お酒のおつまみにも
とてもよく合う一品。皆さん、ぜひご賞味ください。
◆問い合わせ　
　☎ 0247（46）3872（増子）矢祭町大字茗荷

今
月
の

一
品

～ご飯のおかずや　　　

　　お酒のおつまみにも～

大根のしょうゆ漬け

いっぴん

月
情報
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

３文化の日 ４振替休日 ５ ６ ７立冬 ８ ９１１９番の日
●運動教室
　スイ（10：00～ 11：00）
●子宮がん・骨粗鬆症検診
　山開（受付 9：00～ 10：00）

● 3 歳児健診
　山開（受付13：00～ 13：15）
●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）

○東白川中央病院☎33―3263 ○おおひら整形外科クリニック☎33―9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

10 11世界平和記念日 12 13 14 15七五三 16

●3ヶ月児健診
　塙（受付 13：30～ 13：40）

●運動教室
　スイ（10：00～ 11：00）

●６ケ月・11ケ月児健康相談
　山開（9：30～ 9：45）
●親子リトミック
　山開（10：30～ 11：00）
●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）〇塙厚生病院☎43―1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

17子育ての日 18 19 20 21 22小雪 23勤労感謝の日
●運動教室
　スイ（10：00～ 11：00）

●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）

○大木医院☎33―2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○あらまちクリニック☎33―8018

24 25 26 27 28 29 ３0
●子宮がん・骨粗鬆症検診
　山開（受付 9：00～ 10：00）

●運動教室
　スイ（10：00～ 11：00）

○和田医院☎33―2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

12/1 ２ ３ ４ ５ ６ ７大雪

●運動教室
　スイ（10：00～ 11：00）

●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）

〇東舘診療所☎46―3163 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ
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当

当

当

当

当

〔省略〕○…当番医　山開…山村開発センター　
　　 　塙…塙厚生病院 スイ…スインピア矢祭

当

　本誌に掲載の写真は進呈しますので、ご希望の
方は自立総務課までご連絡ください。

当

当


